
甘
露
寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記
」
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

鈴

木

芳

道

は

じ

め

に

　ユ
　

近
年

の
戦
国
期
の
朝
廷

.
公
家
研
究

は
、
か
つ
て
の
主
に
文
化
史

の
側
か
ら
論
じ
ら
れ
た
そ
の
政
治
的
存
在
意
義
を
否
定
し
た
い
わ
ゆ

る
地
方
大
名
の

「
あ
こ
が
れ
」
論
を
克
服
し
、
改
め
て
こ
れ
を
国
家
論
の
俎
上
に
の
せ
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
麓
・.

し
か

し
・

和

歌

.
蹴
鞠
と
い
っ
た
宮
廷
文
化
そ
の
も

の
を
み
つ
め
た
と
き
、
わ
ず
か
に
、
室
町
期

の
権
門
体
制
の
も
と
幕
府
で
は
な
し
え
な
い
儀
礼
や

存
職
故
実
に
公
家

・
寺
社
の
存
在
理
由
を
お
く
と
す
る
黒
田
俊
雄
氏
の
所
諦
)に
示
唆
を
う
け
る
に
す
ぎ
な
い
・
そ
こ
で
本
稿
で
は
・
戦
国

期

の
幕
開
と
も
い
う
べ
き
文
明

(
一
四
六
九
～
八
七
)
か
ら
明
応

(
一
四
九
二
～

一
五
〇

一
)
に
か
け

て
の
公
家
日
記
甘
露
寺
親
長
の

『
親
長

卿
記
』
に
記
載
さ
れ
る
甘
露
寺
家
月
次
会
と
蹴
鞠
会
を
通
じ
て
、
右

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一

甘
露
寺
家
月
次
会
と

『
親
長
卿
記
』

に
み
る
蹴
鞠
会

甘
露
寺
家
は
勧
修
寺
流
の

一
流
で
あ
り
、
中
流
公
家

の
名
家

の
家
格
に
属
し
、
文
明
か
ら
明
応
に
か
け
て
は
親
長
-
元
長
-
伊
長
が
嫡

流
と
し
て
あ

っ
た
。
名
家
は
勧
修
寺
流
と
代

々
将
軍
家
と
姻
戚
関
係
を
も

っ
た
日
野
家
を
中
心
と
す
る
日
野
流
の
諸
家

か
ら
な
り
、
若
年

甘
露
寺
家
月
次
会

.
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
〇
七



一
〇

八

時

に
は
弁
魚

長
じ
て
は
各
行
事
伝
蓼

任
じ
ら
れ
・
朝
廷
と
幕
府

・
寺
社
と
を
申
次
ぐ
伝
奏
も
多
く
名
家
か
ら
選
出
さ
れ
る
な
ど
朝
廷

の
実

(事
)
務
官
僚
と
し
て
あ
り
、
文
明
か
ら
明
応

二
年

(
一
四
九
三
)
に
か
け
て
親
長
は
賀
茂
伝
奏

の
職
を
務
め
た
。
ま
た
、
親
長
は
将

　
　
　

軍
家

の
打
聞
衆
と
し
て
幕
府

・
将
軍
家
に
も
近
侍
し
て
い
た
。

ω

甘
露
寺
家
月
次
会

甘
露
寺
家
で
は
ほ
ぼ
毎
月
十
三
日
を
式
日
に
月
次
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
月
次
会
は
文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
二
月
会
を
初
見
と
し
て
、

何
度
か
の
中
断
を
は
さ
み
な
が
ら
明
応
七
年

(
一
四
九
八
)
八
月
会
ま
で
の
二
十
六
年
間
に
わ
た

っ
て
確
認

さ
れ

る
。

そ
の
具
体
的
な
内

容

に
つ
い
て
は
関
係
記
事
が
参
会
者
の
列
挙
を
主
に
な
さ
れ
て
い
る
た
め
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、

文
明
五
年

(
一
四
七
三
)
十
月
会
を
み

る
と
、
ま
ず
兼
題
に
よ

っ
て
あ
ら
か
じ
め
懐
紙

に
認
め
て
お
い
た
歌
を
披
講
し
、

の
ち
に
当
座
に
ょ
り
三
十
首
の
歌
が
詠
ま
れ
た
。
諸
役

　
　
　

の
構
成
は
頭
役
に
徳
大
寺
実
淳
と
三
条
西
実
隆

の
二
名
、
講
師
は
甘
露
寺
元
長
、
読
師
に
は
中
院
通
秀
が
あ
て
ら
れ
た
。
二
名
の
頭
役
と

い
う
役
の
構
成
か
ら
こ
の
月
次
会
は
歌
合
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
郁

ま
た
、
例
年
正
月

の
月
次
会

の
当
座
の
出
題
は
和
歌
師
範
飛
鳥
井

雅
康
が
行
な

っ
て
い
る
。
飛
鳥
井
家
は
後
述
す
る
よ
う
に
和
歌

・
蹴
鞠
師
範
を
家
職
と
し
、
雅
康

の
父
雅
世
は
勅
撰
和
歌
集

『新
続
古
今

和
歌
集
』
の
撰
者
と
な
る
な
ど
・
当
代

「
和
歌
棟
梁
之
俘

で
あ
低

こ
の
飛
鳥
井
か
ら
題
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
嫡

公
家
の
和
歌
会

と

し
て
の
体
裁
を
と
と
の
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ

ら

に
、
甘
露
寺
家
で
は
長
享
元
年

(
一
四
八
七
)
年
十
二
月
よ
り
親
長
が

隠
居
所
西
洞
院
亭
霧

り
・
亭
主
矯

子
元
長
に
糞

つ
瀚
バ
・
月
次
会
は
ひ
き
続
き
甘
露
寺
本
邸
正
親
町
亭
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

へ

の
こ
と
は
、
月
次
会
が
親
長
個
人
に
ょ
る
も
の
で
は
な
く
、
甘
露
寺
家
と
い
う
イ

エ
の
行
事
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ

に
、
月
次
会

の
参
会
者

の
構
成

に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
表
1
～
6
は
確
認
し
う
る
各
開
催
ご
と

の
会
衆
を
親
長

.
嫡
子
元
長
を

の
ぞ
い
て

一
覧
化
し
た
も
の
で
、
親
長
は
文
明
六
年

(
一
四
七
四
)
十

一
月
会
、

同
八
年
十
月
会
の
段
階
で
参
会

し
た
中
山
宣
親
を

「非

月
次
人
数
」

(表
-
)
、
「非
会
衆
」

(表
2
)
と
よ
ん
で
い
る
よ
う
に
、
月
次
会
参
会
者
は

「月
次
人
数
」

「会
衆
」
と
よ
び
う
る

一
定
の



会(公 家)(武 家)(そ の他)衆

年 月 日

徳三 中 中四海 勧勧 中 日広柳 東大 富

靉黜装韈鑼 黷藷籬
淳隆 秀親 春清 秀顕 胤光 顕光 長興 通

飯飯 飯飯 飯朽 赤武

尾尾 尾尾 尾木 松辺

元為 為清 淳 貞則之

連信 房房 房綱 途輩

覚照楽 良勝
明院院

良長
助光 邦世

備 考

文 明4(1472).2.26 OOOO 000
〃4.25 00000 00
〃11.13 000000 000 0

文 明5(1473).正.13 00000 ・ … 00 飛鳥井雅康 、出題。
〃 .2.13 …

"..5.13 一昨 日、親 長、飛鳥井 に披講の有無 を相 談す。
〃.6.13

〃.10.16 0000000000 00 OO
〃.11.12 00 0

文 明6(1474).2.13 000
〃.3.13 0000000 OO 0
〃.5.13 000000 0
ク.⑤.13 ・ ・
〃 。6.13 00000 0000 0
〃.8.21 00000000 … O
〃.11.13 000000 … 0 宣親、非 月次 人数。

文 明7(1475).正.13 000000 0000 O 飛鳥井雅康 、出題。
〃.2.12 0000 … 0
〃.3.13 0000000 0000 0
〃.4.13 000000 00 0
〃.5.17 00
ク.6,13 0000000 0000 00
〃.7.9 000000 0000 OO
〃.8.23 0000 0000 …
ク.1L17 ・ … OOO ・ ・
〃.12.10 00000 …

文 明8(1476).2.13 00000 … 0

○取魑

表1甘 露寺家月次会会衆一覧(1)
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1 01

会(公 家) (武 家) (その他)衆

年 月 日
西徳三中姉高高中四海勧勧中日柳五大和富

1鏤羅茱纖 鑞 璧羅
遠淳隆秀綱継康親春清秀顕胤光光仲興就通

飯 飯飯 飯飯 蜷伊 石杉 武

尾 尾尾 尾尾 川勢 見原辺

元為清 為為親 貞 貴宗 之

連 信房 親規 元頼 経伊輩

龍照 楽神 大良

讙 灘
長 長 示

座 光 邦 深 益 世

備 考

文明8(1476).3.13 000000 ・ ・ 000
〃.7.21 0000 6月・7月、日野勝光病・死去のため延引。

〃.8.19 00000 0 0

.9.17 000000000 … 00 宣親、非会衆。
〃.10.16 000000000 000 00 褒貶歌合。飛鳥井雅康より懐紙

〃.11,7 00000000 ・ ・ 00 を送られる。

(不参)

文明11(1479)⑨4 月次再興、人数如先 。々
〃.10.12 0000000 00 ・ ・

文明12(1480).正.21 0000000000 ・ ・ 飛鳥井雅康、出題。

〃,3.17 OOOOO?000 O 0 窓竹一五辻泰仲(宗 巧)カ 。
〃.6.12 000000?O OOO 宗竹=〃 。

〃.7.19 000000000 0000 ○○
〃.8。12 0 0
〃.9.11 0000000 0 O
〃.10.11 OOOOOOOO ・ ・ 0
〃.11.11 000000000 00000 ・ ・ 親元、連 此々会所望。

文明13(1481).正.21 00000000 000 … 飛鳥井雅康、出題。

〃.2.16 00000 00 O
〃.3.11 0000000 … 000
〃.5.11 0000000 O …

〃.6.11 0000000 0000 00 義尚より懐紙短冊見分所望。

〃.7。29 000 0
〃.8.10 000000 0
〃.9.11 00000000000 0
〃.10.11

〃.11.11 00000000 00

表2甘 露寺家月次会会衆一覧く2)



会 (公 家) (武 家)(そ の他)衆

年 月 日
西 三 中 姉 持 園 高 高 中 松 海 勧 勧 中 中 万 東 五 和 富

羈 蝶基縦 囃 講 撫 羅
遠 隆 秀 綱 春 富 継 康 親 顕 清 秀 顕 胤 秀 房 長 仲 就 直

飯 飯 伊 杉

尾 尾 勢 原

元 清 貞 宗

連 房 頼 伊

楽 森 良

貞

邦 久 世

備 考

文 明14(1482).正 ・29 … … 00 0 ○ ○ ○ 0

:
.2.13

.4.13

00
0

・ ・ 00 O 0
(『十輪院内府記』)

〃 .5.13 00000 0000 O
〃 .6.13 0 00 O 00 0
〃 .8.19 000000 0 OO 0 0
〃 .9.13 0000 0 0 0
〃 .10.13 ・ ・ 00 0 00 0
〃 .11.13 0 ・ ・ 0 OO 0 0
〃 .12.13 00000 0 00000 0 0

文 明15(1483)・ 正 ・21 0 O (『十輪院内府 記』)
〃 .2.13 0 00000000 0 O
〃 .5.13 00 O 000000
〃 .6.19 O 0 00 00000 0 0
〃 .7.21 000000 ・ ・ 0 0

文 明16(1484).正.13 0 0000 OO 0 0 0
〃 .2.19 O 0 000 O 0
〃 .3.13 00000000 0 O 0
〃 .5.23 ・ ・ 000000 0 0
〃 .6.13 0 00 00000 0 O
〃 .7.19 0 O 00000 0 0

文 明19(1487).2.13 … 00 ・ ・ 0 0 月次会、再興。
〃 .3.13 ・ ・ 0 00000 0 0 o

〃 .4.13 0 0000 O 義尚の病気 によ り披講 せず。
〃 .5.13 ・ ・ 0000 ・ ・ 0 ・ ・ 貞久、人数 に加 え られる。
〃 .6.13 00 (『十輪院内府記』)

長 享 元(1487).7.13 0 0 … 0 ・ ・
〃 .8.13 O O 000000 0 …
〃 .10.13 0 0 0000 0 ○(死去)

表3甘 露寺家月次会会衆一覧(3)
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玉 U1

会(公 寡)(武 家)(その他)衆

年 月 日

中姉 四持 園高 中海勧 中 中万東 和

離 矍基禀豈鑼 騰 餐
秀綱量 春富 継親 清秀 胤秀 房長 就

大森 良
教
院 貞
弘
芸 久憲

備 考

長 享 元(1487).11.13 0000000 0
〃.⑪13 0000000000 0
〃.12.13 0000000000 0 良憲 、故良世息。

長 享2(1488).2.13 00000000
〃.3。13 0000000 ・ ・

.4.13 000000000
〃..9.14 0000000 0
〃.10.13 0000000 0

〃.11.13 0000 0
〃.12.13 000000 0

長 享3(1489).正.13 0000000000 00 弘芸 、所望 によ り初 参加。

〃.2.13 00000000 OG
〃.3.13

〃.6.13

0000000

00000

00
0

4.13… 義 尚死 去 に よ り停 止 。

{ 5.13… 義 尚の 「五 旬 中」 に つ き延 引 。

.7.22 00000 0

.8.13 0000000 ・ ・

ク.9.11 000000 …

延 徳 元(1489).10.13 0000 …

.11.13 O

〃.12.13

延 徳2(1490).6.13 0000000 月次 会、再興。正月七 日の義政死去 によ り延引。

〃.7.3 00000
〃.8.13 00000 ・ ・

〃.⑧.18 000000 ・ ・

〃 。9.11 000000
.10.13 0000000 隆量、新衆。

〃.12.3 0 0 義視 ・安禅寺観心尼(後 土 御門 院姉)の 病 気に より披講せ ず。

表4甘 露寺家月次会会衆一覧(4)



会(公 家)(武 家)(その他)衆

中姉姉綾小園田中勧勧中中東斎楽花

年 月 日
院小小小倉 向山修修御御坊

路路路 基 寺寺門門城
通基済俊季 重宣教政宣宣和

藤

利

園
僧

壑
房

備 考

世綱継量種富治親秀顕胤秀長国邦応

延 徳4(1492).2.13 00000 季種、済継 、始而加 之。

ノノ.3.13 00000000

≫4,13 0000000

ノノ.5.13 00000

ノノ.6。16 ⑨○ ○○○○○○ ○○

明 応元(1492).8.13

≫9.13

≫10.13 ③◎ ○○○

≫11,16 0000000

≫12 .13 ○◎ ○○OOOO 0 花 園僧都 房応、初度。

明応2(1493).2.13 000000

≫4.13 0000000000 0 ○○

≫ ●.13 00000000 0 0

ノノ.5.13 OOOOO

≫6.13 0000

〃.7.16 000000000 0
ノノ .8.13 000000

Il.9.13 O

≫10.13 000 O

≫11,13 000000 0

≫12.4 000000

明応3(1494).2.13 00000

≫3.13 O

≫,4,13 0000000 0

ノノ 。5 .13 0

≫6.13 00000

ノノ 。8.13

表5甘 露寺家月次会会衆一覧(5)

 

甘
露
寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記
』
鞠
人
グ

ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
=
二



会(公 家)衆

阿姉姉小園田中勧勧勧中和

野小小倉 向山修修修御気
年 月 日 路路 基 寺寺寺門 備 考

季基済季 重宣教政尚宣親

綱綱継種富治親秀顕顕秀就

明 応3(1494).10.13

≫.12,13 000000

明 応4(1495).正.13 0000000

〃.2.16 000000

〃.4.13 0000000 3.13… 頭役宣親、故障により延引。

/15,13 ○○○◎○○ ○ 6.13… 火 事 によ り中止 。

ノノ.8.13 OO 人々如例。

≫,11,13 00000000 9.13… 元長湯山行のため中止。

明 応5(1496).2.13 000000000 12.13… 停 止。

≫.O.13

≫.3.13 00

〃.4.13

ノノ.5.13 00000000

ノノ.6.13 0000

明 応6(1497).3.1 00

ノノ.5.13 000000000

ノノ.7.27 ○ ⑤○○ ○

/l,s.13

≫.9.13 0000000

明 応7(1498).2.13 00000000 5.13… 明日の蹴鞠会準備のため延引。

≫.6.13 00000 蔵人右少丞=?

≫.g.13 000000

表6甘 露寺家月次会会衆 一覧(6)

二

四



メ
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
会
衆
は
公
家

・
武
家

・
そ
の
他

(甘
露
寺
家
出
家
人

・
寺
社
な
ど
)
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

や
は
り
公
家
が
そ
の
中
心
を
し
め
て
い
た
。

イ
、
公
家
会
衆

公
家
会
衆
の
会
衆
構
成
を
み
る
場
合
、
ま
ず
そ
の
家
格
構
成
が
問
題
と
な
る
。
甘
露
寺
家
は
大
納
言
を
極
官
と
す
る
名
家

に
あ
り
、
会

衆

の
う
ち
こ
れ
に
属
す
る
家
々
は
勧
修
寺
流
の
勧
修
寺

・
中
御
門

・
万
里
小
路

・
海
住
山
、
日
野
流

の
広
橋

・
柳
原

・
日
野
町
。
こ
れ
と

同
格

の
羽
林
家
で
は
姉
小
路

・
阿
野

・
綾
小
路

・
小
倉

・
四
条

・
持
明
院

・
園

・
高
倉

・
田
向

・
松
殿

・
四
辻
が
あ
り
、
こ
の
名
家
と
羽

林
家
だ
け
で
公
家
会
衆
の
大
半
を
し
め
、
こ
れ
に
格
下
の
少
納
言
家
東
坊
城
、
官
務
家
大
宮
、
典
薬
頭
和
気
、
九
条
家
諸
大
夫
富
小
路
が

加
わ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
公
家
社
会
に
お
け
る
家
格

に
よ
る
階
層
秩
序
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
清
華
家
の
西
国
寺
実

遠

・
徳
大
寺
実
淳
、
大
臣
家
の
三
条
西
実
隆

・
中
院
通
秀

・
通
世
父
子

の
名
が
み
ら
れ
る
が
、
西
園
寺
実
遠
は
わ
ず
か
三
回
と
散
見
す
る

に
す
ぎ
ず
い
わ
ば
ゲ
ス
ト
的
存
在
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
実
隆
と
通
秀

・
通
世
父
子
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
実
隆

・
通
秀
父
子
、
そ
れ
に
清

華
の
徳
大
寺
実
淳
は
、
じ
つ
は
姻
戚
関
係
と
い
う
面
か
ら
甘
露
寺
家
と
の
所
縁
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
各
会
衆
の

血
縁

・
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
み
よ
う
。

親
長
と
の
血
縁
関
係
で
は
・
元
長

の
ほ
か
実
弟
覚
勝
院
良
脇
W
長
男
楽
邦

(氏
長
・
万
里
小
路
春
房
・
江
南
驪

・

三
男
神
光
院
長
漁
W
従

　ぬ
　

　
お
　

兄
弟

の
子
照
明
院
康
長
入
道
長
光
が
あ
げ
ら
れ
、
中
山
宣
親
は
親
長
の
鳥
帽
子
で
あ

っ
た
。

　
め
　

つ
ぎ

に
姻
戚
関
係

の
面
か
ら
。
親
長
に
は

一
歳
上
の
姉
が
あ
り
、
三
条
西
公
保

へ
婚
出
し
て
生
ん
だ
の
が
実
隆

で
あ
る
。
親
長
室
に
は

　
レ
　

徳
大
寺
公
有
室
と
な

っ
た
妹
が
あ
り
、
こ
の
姉
妹
を
は
さ
み
徳
大
寺
家

は
甘
露
寺
家

の
第

二
姻
族
と
な
り
、
嫡
子
実
淳
は
親
長
夫
妻
の
甥

と

な
る
。

文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
二
月
会

(表
-
)
に
み
る
広
橋
兼
顕
に
は
同
年
四
月
に
死
去
し
た
万
里
小
路
冬
房
室

(父
綱
光
の
妹
)
が
叔
母
に

　に
　

い
る
。
甘
露
寺
家
と
こ
の
万
里
小
路
家
と
は
、
冬
房

の
無
嗣
出
家
の
た
め
応
仁
元
年

(
一
四
六
七
)
に
氏
長
が
春
房
と
改
名
し
冬
房
嗣
子
と

甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

=

五



二

六

し
て
転
出
し
て
い
る
こ
と

(文
明
三
年
五
月
に
突
如
出
家
し
た
が
)
、

さ
ら
に
は
嗣
房
の
室
と
し
て
豊
房
の
伯

(叔
)
母
を
婚
出
さ

せ
、

嗣
房

の
後
嗣
と
し
て
豊
房
を
転
出
喜

る
な
ど
の
関
係
に
あ
鰌

万
里
小
路
家

に
響

露
寺
色
が
色
濃
く
で
て
い
る
。
中
院
通
秀
も
こ
の
万
里

小
路
家
と
の
所
縁
が
あ
り
、
曽
祖
父
通
氏
の
室
に
万
里
小
路
仲
房
女
子
が
あ
り
、
通
秀
母
は
通
氏
弟
通
敏

の
女
子

で
あ
る
な
ど
、
通
秀
の

　
　
　

父
通
淳
と
冬
房
と
は
又
従
兄
弟
、
通
淳
室
通
秀
母
と
仲
房
女
子
通
氏
室
と
は
伯
母
ー
姪

の
関
係

に
あ
る
。

中
御
門
宣
胤
は
親
長
女
子
朝
子
を
室
と
す
る
。
こ
の
婚
姻
の
成
立
年

は
詳
び
ら
か
で
な

い
が
、

嫡
子
宣
秀
は
文
明
元
年

(
一
四
六
九
)

の
誕
生
で
あ
る
。

文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
六
月
会

(表
2
)
か
ら
の
高
倉
永
康
お
よ
び
翌
年
よ
り
加
わ
る
そ
の
父
永
継
で
あ
る
が
、
遅

く
と
も
文
明
十
二
年
四
月

に
は
元
長
と
永
継
女
子
と
の
婚
約
が
成
立
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
翌
年

二
月
十
日
に
は
婚
姻
娶
嫁
が
行
な
わ
れ

(22
)

て

い
る
。

さ

ら

に

こ

の
姻

戚

関

係

を
、

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

と

し

て
拡

大

さ

せ

て

い
く

と

以

下

の

よ
う

な

所

縁

が

う

か
び

あ

が

っ
て

く

る
。

こ
れ

は
年

　　
　

代
が
下
る
に
つ
れ
顕
著

に
な

り
、

ま
ず

文
明
十
年

(
一
四
七
八
)
に
は
三
条
西
実
隆
と
勧
修
寺
教
秀
女
子
と
の
婚
姻
が
あ
り
、
文
明
十
三

年

(
一
四
八
一
)
九
月
会

(表
2
)
・
同
十
四
年
八
月
会

・
同
十
六
年
三
月
会

(表
3
)
と
散
見
す
る
西
園
寺
実
遠
は
、

彼

の
母
が
広
橋
綱
光

父
兼
郷
の
姉
妹
で
あ
り
、
綱
光

・
冬
房
と

は
従
兄
弟

に
な
る
。
文
明
十
六
年

(
一
四
八
四
)
二
月
会

(表
3
)
よ
り
の
東
坊
城
和
長
は
、

彼

の
伯

(叔
)
母
が
高
倉
永
継
室
で
あ
り
、

元
長

・
永
康
と
は
い
わ
ば
従
兄
弟
関
係
に
な
る
。

明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
正
月
会

(表
6
)

よ
り
の
阿
野
季
綱
は
、
母
が
教
秀
姉
妹
で
、
季
綱
と
教
秀
嫡
子
政
顕
お
よ
び
そ
の
弟
で
春
房
出
家
後
万
里
小
路
家

に
転
出
し
た
賢
房
と
は

従
兄
弟
に
あ
た
る
。
ま
た
、
延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)
十
月
会

(表
5
)
の
四
条
隆
量
は
、

中
御
門
宣
胤
二
男
隆
永

の
養
父
で
あ
り
、
隆
永

の
四
条
家
奮

は
文
明
+
八
年

(
西

八
六
)
以
前
に
行
な
わ
れ
て
い
瓰

ま
鬘

享
一二
年

(
西

八
九
)
か
ら
延
徳
二
年

(
西

九
〇
)
に

か
け
三

表
3
°
4
)
の
大
教
院
弘
芸
は

「
依
所
望

初
加
人
羯
」
と
い
う
も
の
で
、
長
享
三
年
二
月
二
+
八
昆

は
宣
胤
末
息
が
仁
和
寺

　
あ
　

搭

頭
大
教
院
に
入
室
し
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
公
家
会
衆
の
す
べ
て
が

こ
の
よ
う
な
姻
戚
関
係
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り



の
割
合
に
の
ぼ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
く
に
格
上
公
家
衆
の
参
会
は
こ
う
い
っ
た
所
縁

に
求
め
る
こ
と
が

で
き
焔
醤
ひ》

ロ
、
武
家
会
衆

甘
露
寺
家
月
次
会
は
前
述
の
よ
う
に
公
家
甘
露
寺
家

の
イ

エ
の
行
事
で
あ
る
が
、
武
家
の
参
会
も
あ

っ
た
。
武
家
会
衆
は
在
国
の
奉
公

衆
と
幕
府
奉
行
人

・
赤
松
被
官
人

・
将
軍
近
習
な
ど
で
あ
り
、
と
く
に
奉
行
人
飯
尾
氏
か
ら
多
く
の
参
会
を
み
て
い
る
。

在
国
の
奉
公
衆
は
上
洛
の
お
り
に
参
会
す
る
わ
け
で
、
近
江
朽
木
庄
の
朽
木
貞
穐

美
濃
の
斎
藤
利
肆

あ
げ
ら
薮

い
ず
れ
も
甘
露

寺
家
と
は
姻
戚
関
係

に
あ

る
。

貞
綱
は
そ
の
室
親
長
女
子
冷
泉
局
が
文
明
五
年

(
一
四
七
三
)
十

一
月
に
二
十
歳

に
て
産
死
し
瀚
ガ
め
・

参
会
も
同
四
年
十

一
月
会
の

(表
-
)
の
み
に
と
ど
ま

っ
た
が
、

明
応

二
年

(
一
四
九
三
)
四
月
、

閏
四
月
、
翌
同
三
年
三
月
、
四
月

(表

5
)
と
参
会
し
た
斎
藤
利
国
と
甘
露
寺
家
と
の
婚
姻
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
当
該
期
の
公
武
婚
の
事
例
の
ひ
と

つ
と

し
て
も
重
要
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
幕
府
奉
行
人
飯
尾
氏
で
あ
る
が
、
飯
尾
氏
は
右
の
在
国
奉
公
衆
の
よ
う
な
甘
露
寺
家
と
の
姻
戚
関
係

は
な
く
、
後
述
の
よ
う

お
　

に
飯
尾
氏
の
う
ち
で
も
有
力
な
飯
尾
元
連
が
賀
茂
奉
行
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
賀
茂
伝
奏
親
長
と
の
結
び
つ
き
を
深

め
て
い

っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
赤
松
政
則
被
官
と
し
て
乱
中
文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
か
ら
同
七
年

(表
-
・
2
)
に
か
け
て
赤
松

(能
登
)
則
途
が
、
同

八
年
+
月
会
と
乱
終
結
後
の
同
+
ご
年

(表
N
)
J
石
見
貴
饗

参
会
し
・
さ
ら
に
こ
の
年
よ
叺

孟我
政
羨

伊
欝

麹

蕎

糞

で

　お
　

　ム
　

歌
人
の
杉
原
賢
家

(伊
賀
入
道
宗
伊
)
、
政
所
執
事
代
綣
川
親
元
ら
将
軍
近
習
が
加
わ

っ
て
い
る
。

ハ
、
そ
の
他

甘
露
寺
家
出
家
人
お
よ
び
大
教
院
弘
芸
に
つ
い
て
は
す
で
に
公
家
会
衆

の
な
か
で
述
べ
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
は
賀
茂
社
関
係
で
賀
茂
社

司
森
貞
久

(表
3
.
4
)、

ま
た
、

地
下
の
宮
廷
技
芸
人

で
あ

る
楽
人
大
神
景
益

(表
2
)、
経
師
良
世

・
良
憲
父
子
な
ど
が
参
会
し
て
い

る
。会

衆
の
構
成
は
二
十
六
年
間
の
間
に
い
く
ら
か
変
化
し
、て
い
く
が
、
公
家
甘
露
寺
家
の
イ

エ
の
行
事
と
し
て
姻
戚
関
係
を
中
心
的
要
素

と

し
つ
つ
、
羽
林

.
名
家

の
格
が
大
半
を
し
め
る
と
い
う
公
家
社
会
の
家
格
階
層
秩
序

に
変
化
は
な
い
。
こ
れ
に
時
宣
に
よ

っ
て
武
家
会

甘
露
寺
家
月
次
会
.
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

=

七



一
一
八

衆
な
ど
が
参
入
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

②

『
親
長
卿
記
』
に
み
る
蹴
鞠
会

『
親
長
卿
記
』
は
文
明
二
年

(
一
四
七
〇
)
よ
り
明
応
七
年

(
一
四
九
八
)
年
ま

で

の

二
十
八
年
間
が
弱
干
の
消
失
部
分
を
ふ
く
み

つ
つ

も
現
存
す
る
が
、
こ
の
な
か
、

蹴
鞠
会
記
事
は
会
場

(鞠
場
)
が
内
裏
と
そ

の
周
囲
に
集
中
し
、

こ
れ

に
室
町
殿

で
の
会
が
加
わ
る
と

い

っ
た
具
合
で
あ

っ
た
の
が
、
乱
が
終
結
し
て
の
ち
文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
以
降
は
開
催
の
数
が
増
加
し
、
ま
た
鞠
場
も
各
参
会
者

(鞠

人
)
の
私
邸
で
の
も
の
が
大
勢
を
し
め
て
い
る
。

表
7
～
14
は

『
親
長
卿
記
』
所
載
、
つ
ま
り
親
長
が
参
会
し
た
蹴
鞠
会

の
各
開
催
ご
と

の
鞠
人
を
確
認
し
う
る
か
ぎ
り

一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
文
明
十
二
年
以
降
は
、

ほ
と
ん
ど
の
会
場
を
問
わ
ず
、
和
歌

.
蹴

鞠
師
範
飛
鳥
裴

と
甘
擘

家

二
咼
倉
家
の
三
撚
)に
賀
蓉

司
と
を
忠

震

開
さ
れ
、
彼
ら
を
忠

と
し
た
芙

鞠
人
グ
ル
冫

が
形

成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り

『
親
長
卿
記
』
に
み
る

一
連
の
蹴
鞠
会
は
こ
の
鞠
人
グ
ル
ー
プ
の
蹴
鞠
会
で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
と
く
に
文
明
十
二
年
以
降

に
焦
点
を
す
え
て
前
節
甘
露
寺
家
月
次
会
と
同
様
に
こ
の
鞠
人
グ
ル
ー
プ
の
蹴
鞠
会
を

会
衆
構
成

の
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

鞠
人
グ
ル
ー
プ
は
公
家

・
武
家

・
賀
茂
社
司

・
そ
の
他
と
わ
け
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
公
家
が
そ
の
中
心
を

し
め
て
い
た
。

イ
、
公
家
会
衆

ま
ず
家
格
構
成
の
面
か
ら
み
る
と
こ
こ
に
も
公
家
社
会

の
家
格
秩
序
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
親
長
室
の
甥
で
清
華
の
徳
大
寺
実
淳
を
の

ぞ
く
と
飛
鳥
井
家
を
は
じ
め
会
衆
は
羽
林

・
名
家
が
そ
の
大
勢
を
し
め
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
も
ほ
と
ん
ど
変
化

が

な
く
、

薄

.
五
辻

.
丹

波

・
富
小
路

の
格
下
の
家
の
者
が
こ
れ
に
加
わ
る
と
い
う
具
合
で
あ

っ
た
。
実
淳
の
参
会
も
親
長
と
の
所
縁
に
よ
ろ
う
が
、
そ
の
さ
い
多

く
を
徳
大
寺
亭
を
会
場
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
摂
家
で
蹴
鞠
会
が
行
な
わ
れ
た
と
き
に
は
彼
ら
も
砥
候
し
、
摂
家
間
の
交
流
も
あ

っ
た
が
、
摂
家
が
彼
ら
の
主
催
す
る
会
に
参
会
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
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つ
ぎ
に
血
縁

・
姻
戚
関
係
の
面
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
お
い
て
も
こ
の
関
係
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
ず
中
心
と
な
る
飛
鳥
井

・
甘
露
寺

.
高
倉

三
家
を
み
る
と
、
甘
露
寺
家
と
高
倉
家
と
は
前
述

の
よ
う
に
遅
く
と
も
文
明
十

二
年

(
一
四
八
〇
)
四
月
に
は
元
長
と
永
継
女
子
と
の
婚
約
が
成
立
し
て
い
る
。

　　
　
　

ま
た
、

『
親
長
卿
記
』
明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
十
二
月

六
日
条

に

「江
南
院
室

(飛
鳥
井
雅
康
)

家
驤

有
産
意
気
云
々
、
仍
病
悩
「

同
吉

条
に

「
江
南
院
室
家
亥
剋
許
死

去
遡

不
便
套

」

と
あ
り
楽
邦
の
室
に
雅
嬖

子
が
あ
っ
た
.」
と
が
知
ら
れ

る
。
も

っ
と
も
、
関
連
記
事
は
こ
の
ふ
た
つ
だ
け
で
あ

り
婚
姻
成
立
年
次
は
あ

き
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
文
明
十
二
年
時
、

こ
の
雅
康

女
子
は
十
六
歳
で
あ
り
、

年
齢
の
う
え
か
ら
は
婚
約

・
婚
姻
が
成
立
し
て
い
た
と
み
て
も
お
か
し
く
は
な

い
。つ

ぎ
に
他
の
会
衆
の
関
係
だ
が
、
大
半
が
前
節
の
甘
露
寺
家
月
次
会
会
衆
と

重
な
る
の
で
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
指
摘

し
て
お
く
と
日
野
政
資

　
あ
　

(表
8
～
10
)
が
徳
大
寺
家

と

の
所
縁
を
も
つ
。

実
淳

の
姉
妹
善
福
院
は
文
明

　サ
　

四
年

(
一
四
七
二
)
日
野
烏
丸
益
光

の
許

へ
婚
出
し
た
が
、

益
光

は
父
資
任
に

先
立
ち
死
去
し
た
た
め
、
翌
同
八
年
八
月
に
政
資
弟
冬
光
が
後
嗣
と
し
て
烏
丸

　
　
　

家

へ
転
出
し
た
。

こ
の
と
き
冬
光
は
四
歳
で
あ
り
、
こ
の
善
福
院
が
養
母
と
な

っ
た
の
は
う
た
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
勢
多
忠
兵
衛
は
こ
の
日
野
家
被
官
で
あ

葡
ゲ
ま
た
、
勧
修
寺
家
と
飛
鳥
井
家
と
は
、
政
顕
の
母

つ
ま
り
父
教
秀
の
室
が
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『親長卿記』鞠 人 グ表14

雅
康

の
叔
父
雅
永
女
子
で
あ
り
、
政
顕
と
雅
康
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
な
お
、

文
明
十
五
年

(
一
四
八
三
)
正
月
二
日
高
倉
亭
会

(表
-o
)

の
龍
首
座
は
親
長
末

弟
で
あ
る
。

ロ
、
武
家
会
衆

鞠
人
グ
ル
ー
プ
に
は
武
家
の
名
も
み
ら
れ
る
。
武
家
会
衆
は
後
述
す
る
よ
う

に
飛
鳥
井
門
弟
で
も
あ
り
、
武
家
邸
会

の
お
り
に
は
雅
康
が
公
家
会
衆
を
招
引

し
て
い
る
。
武
家
会
衆
は
ま
ず
守
護
家

・
将
軍
家

近
習
、

文
明
十
八
年

(
一
四

八
六
)
以
降

(表
11
～
14
)
は
細
川
氏
と
そ
の
被
官
人
な
ど
が

こ
れ
に
加
わ

っ
て

い
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
る
。

守

護

家
…
…
山
名
豊
時

武
田
元
信

幕
府
近
習
…

小
簾

持
清

(将
篆

弓
馬
師
晦

枩

衆
(
番
魏

)

伊
勢
貞
誠

(靉

申
醜

伊
勢
轟

(蕎

申
醜

蠢

尚
氏

(颱

本
郷
政
泰

(

(46
)

奉
公
衆

(
番
衆
))

左
脇
某

(唖

小
坂
某

(臨
い

広
戸
宗
弘

(同
お

広
戸
次
郎
則
忠

(
颱

広
戸
宗
弘
子
・

細

川

氏
…
:
・細
川
政
春

細

川
高
国

(
政
春
子
)

」
細
川
政
賢

(
政
春
従
兄
弟
)

細
川
瞽

…

上
原
爨

上
原
元
秀

(賢
義

い

上
原
元
秀
(
颱

上
原
神

四
郎

融

)

上
野
霧

谿
)
斎
疆
雀

四
艮

鯉

額
田
宗
朝

(長
鸛

薬
師
寺
皇

(元
長
か
埀

藻

鴨
居
(井
)瑜
)
大

(
61
)
(
62
)

(
63
)

(
64

)

平
中
務
丞

若
槻
某

原
田
某

(季
力
)
(65
)

赤
松
被
官

…
…
後
藤
則
孝

甘
露
寺
家
月
次
会

.
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
三
三



二
二
四

不

詳

…
…
藤
右
衛
門

こ
の
う
ち
豢

会
衆
と
の
畿

関
係
と
し
て
は
・
細
川
政
春
袈

が
徳
大
寺
実
淳
蓼

な

っ
て
い
る
・」
と
が
あ
げ
ら
れ
る
.
史
料
的

に

籍

姻
成
立
羨

実
淳
子
息
の
毒

と
も
に
不
詳
だ
が
・
嫡
子
瓮

は
長
享
元
年
(
天

四
七
)
の
誕
齢
で
萱

瓮

生
袰

肇

姉
妹
と
す
る
と
こ
の
婚
姻
は
遅
く
と
も
こ
の
年

に
は
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ハ
、
賀
茂
社
司

賀
茂
社
司
で
は
蹴
鞠
が
技
芸

の
ひ
と

つ
と
し
て
あ
り
、
内
裏
や
室
町
殿

へ
砥
候
し
そ
の
技
を
披
露
し
た
。
社
司
は
松
下

.
森

.
鳥
大
路

な
ど
が
あ
り
・
貞
久

゜
家
久
斈

は
豪

・
棟
久
は
松
爨

だ
が
、
寡
聞

に
し
て
社
司
の
全
貌
は
わ
か
ら
な
い
。

蹴
鞠
会
は
師
範
飛
鳥
井
雅
康
を
奉
行
に
、
内
裏
で
は
公
家
と
賀
茂
社
司
、
室
町
殿
で
は
こ
れ
に
武
家
を
加
え
鞠
人
が
構
成
さ
れ
、
行
な

わ
れ
た
。
鞠
人
グ
ル
ー
プ
は
イ

コ
ー
ル
こ
れ
ら
の
鞠
人
で
も
あ
り
、
鞠
人
グ

ル
ー
プ
主
催
の
会
は
こ
れ
の
習
礼
の
意
味
も
あ

っ
た
。
グ
ル

ー
プ
の
会
は
・
姻
戚
関
係
に
よ

っ
て
結
ば
れ
る
三
家
を
中
心
に
、
公
家
会
衆
は
家
格
秩
序
を
維
蒋
し
つ
つ
ほ
ぼ
顔
ぶ
れ
を
変
え
る
こ
と
な

く
、

こ
れ
に
武
家
や
賀
茂
社
司
を
交
え
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
武
家
会
衆
に
焦
点
を
お
い
て
み
る
と
、
従
前
の
幕
府
近
習
で
固
め
ら
れ

て
い
た
も
の
が
・
文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
段
階

(表
8
・
9
)
で
細
川
氏
と
そ
の
被
官
が
大
挙
参
入
し
、

以
降
、

近
習
と
く
に
奉
公
衆

(番
衆
)
の
名
が
消
え
る
と
い
う
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
会
は
公
家
を
中
心
に
賀
茂
社
司
と
そ
し
て
武
家
会
衆
が
時
宣
に
よ

っ
て

変
化
し
つ
つ
参
加
し
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

補
論

家

格

と

婚

姻

本
章

に
お
い
て
甘
露
寺
家
月
次
会

・
『
親
長
卿
記
』
蹴
鞠
会
鞠
人
グ
ル
ー
プ

の
公
家
会
衆

は
主

に
家
格
規
制
と

姻
戚
関
係

と

い
う

ふ
た
つ
の
要
素

の

も
と

に
構
成

さ
れ

て
い
る

こ
と
が
あ
き
ら
か

に
な

っ
た
。

『尊
卑
分
脉
』

か
ら
公
家

の
婚
姻
関
係
を
探

っ
て
い
く
と

お
よ
そ

つ
ぎ

の
よ
う
な

こ
と
が

い

え

る
・
獲

の
婚
姻
関
係
は
そ
の
確
立

に
し
た
が

い
イ
ト

コ
婚
を
中
心
に
し
、

五
摂
家
確

立
後

は
五
獲

内
で
の
婚
姻
が
中
心
と
な
る
。

ま
た
.」
の
ほ

か
女
子

は
天
皇
家

へ
の
入
内
・
皇
襲

と

の
婚
禦

み
ら
れ
、
格
下

の
挈

と

の
婚
姻

は
な

い
。
閑
院
流

の
う
ち
清
華
家

の
西
園
寺

.
三
条

.
徳
大
寺



の
三
家
は
摂
関
家

や
同
格

の
清
華
家

、
格
下

の
羽
林

・
名
家

か
ら
女
子
を
娶
嫁
す
る
な
ど
の
展
開
を
み
せ
る
。
名
家

の
勧
修
寺
流

は
摂
家
と

の
婚
姻
は

稀

で
あ
り
、
そ
の
中
心

は
羽
林

・
名
家

の
同
格
家
が
中

心
と
な
る
。
要

す
る
に
公
家

の
婚
姻

は
女
子

の
移
動
を
も

っ
て
考
え
る

こ
と
が

で
き
、
猶
子
な

ど

の
破
格
を

の
ぞ
き
同
格
家
同
士
の
対
等
婚
、
格

上
家

と
の
上
昇
婚

で
も
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上

の
家
が
中
心
と
な
る
。
そ

こ
に
家
格

に
よ
る
婚
姻

の
階
層

性
が
存
在
し
、
内
親

王
に
い
た

っ
て
は
斎
宮
と
な
る
か
出
家
以
外

に
生
き
る
道

は
な

い
。

こ
の
よ
う
な
家
格

に
よ
る
婚
姻

の
階
層
性
に
加
え
、
姻
戚
と

い
う
情
宜
的
関
係
が
公
家
社
会
と

い
う
狭
少
な
社
会

の
な
か
で
連
鎖
的

に
つ
な
が

る
と
、
右

に
み
た
家
格
と
姻
戚
関
係

を
要
素
と
す
る
公
家
集
団
が
形

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
公
武
婚
に

つ
い
て
は
こ
の
か
ぎ

り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
公
武
関
係

の
歴
史
的
要
因
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も

の
と

い
え
る
。

二

和
歌

・
蹴
鞠
師
範
飛
鳥
井
家

既
述
の
と
お
り
、
甘
露
寺
家
月
次
会
で
は
毎
年
正
月
会

の
出
題
を
和
歌

・
蹴
鞠
師
範
飛
鳥
井
雅
康
が
行
な
い
、

『
親
長
卿
記
』
鞠
人
グ

ル
ー
プ
の
中
心
に
は
や
は
り
雅
康
が
あ

っ
た
。

(
69
)

(
70
)

和
歌

・
蹴
鞠
師
範
と
い
う
の
は
朝
廷
に
お
け
る
飛
鳥
井
家

の
家
職
で
あ
る
。
峯
岸
義
秋
氏
の

『
歌
合
の
研
究
』

は
各
歌
合
を
編
年
整
理

し
た
も
の
だ
が
、
表
15
は
こ
れ
を
も
と
に
、
と
く
に
室
町
期
文
明
以
前

の
内
裏

・
公
家

・
将
軍
家
の
歌
合
と
そ
の
判
者
を
あ
げ
、
飛
鳥
井

家

の
和
歌
師
範
と
し
て
の
活
躍
の
様
子
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
④
⑩
⑪
⑫
と

一
条
兼
良
が
判
者
を
務

め
、
⑮
以
降
は
飛
鳥
井

雅
親
が

こ
れ
に
替
わ
り
、
⑯
で
は
弟
の
雅
康
が
題
を
決
定

し
て
い
る
。
雅
親
が
本
格
的

に
判
者
を
務
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
文
明
十
三

年

(
一
四
八
一
)
八
月

二
日
の
兼
良

の
死
に
ょ
る
も
の
で
あ

り
、

雅
親
は
こ
れ
に
よ
り
事
実
上
宮
廷
歌
壇
の
主
宰
者
と
な

っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
兼
良
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
⑤
で
は
雅
世
が
兼
良
と
と
も
に
両
判
を
な
し
、
⑥
で
は
雅
世
、
⑦
で
は
雅
親
が
判
者
と
し
て
あ
り
、

飛
鳥
井
家

の
地
位
が
兼
良
に
よ

っ
て
犯
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
兼
良
が
そ
の
当
代

一
の
学
才
に
加
え
、
摂
関
家
の
最
上
臈
と
し
て
の

社
会
的
地
位
に
よ
り
、
飛
鳥
井
家
を
超
越
し
た
存
在
と
し
て
あ

っ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

蹴
鞠
師
範
と
し
て
の
地
位
も
和
歌
と
同
様
で
あ
り
、
宮
廷
蹴
鞠

の
主
宰
者
と
し
て
あ

っ
た
。

永
享
十

一
年

C
1
四
三
九
)
六
月
二
十
二

　
れ
　

日

に
は
宮
中
で

「
禁
中
鞠
場
」
設
置
の
事
が
決
定
さ
れ
、
作
事
奉
行

に
は
雅
世
が
任
じ
ら
れ
、

文
明
四
年

(
一
四
七
二
)
正
月

二
十
日
の

甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

二
二
五



年

代

歌

合

名

判

者

出

典

①一

四
〇
七
年

応
永
十
四
年
二
十
七
日
内
裏
九
十番

御
歌
合

不

明

『
群書

類従

』

十
三
・

和歌

部

②
一

四
一

五

年

応
永
二
十
二
年
七
百
番
歌
合

ー

図書

寮
典
籍解

題

③一

四
四
三
年

嘉
吉
三
年
二
月
十
日
前
摂
政家

歌
合

衆

議

判

『
続
群
書
類従

』

十
五
上
・

和
歌
部

④一

四
四
六
年

文
安
三
年
詩
歌
合

一

条
兼良

『
群

書
類

従』

十
三
・

和

歌
部

⑤一

四
五
〇年

宝徳

二
年
十一

月
仙
洞
歌
合

一

条
兼良

、

飛
鳥
井
雅
世

〃

⑥一

四
五
一

年

宝
徳
三
年
八
月
十一

日
百
番歌

合

飛鳥

井雅

世

〃

⑦一

四
五
五
年

康
正
元
年
十
二
月十

七
日
内
裏
歌
合

飛鳥

井雅

親

〃

⑧

1

八
十
番内

裏
歌
合

不

明

図
書寮

本

⑨
一

四
六一
二

年

寛
正
四
年
十
月
二
日
六
十
番
歌
合

後花

園
院

〃

0　⑪一

四
七
三
年

公
武
歌
合文明五年

十
一

月
七
日
按察

使
親
長
卿
家
歌
合

一

条
兼良一条兼良

『
群

書
類

従』

十
三
・

和

歌部〃

⑫一

四
七
七
年

文
明
九
年
七
月
七
日
七
首
歌
合

一

条
兼
良

〃

⑬一

四
七
八
年

文
明
十
年
八
月
二
日
歌
合

衆

議

判

〃

⑭一

四
七
八
年

文
明
十
年
九
月
尽
歌
合

衆

議

判

〃

⑮一

四
八
一

年

文
明
十
三
年
十
一

月
十
五
日
三
十
番
番
歌
合

飛
鳥井

雅
親

『続

群書

類従

』

十
五
上
・

和
歌
部

⑯
一

四
八
二
年

文
明十

四
年
六
月
十
日
将軍

家
歌
合

飛
鳥井

雅親

『群

書
類
従』

十
三
・

和
歌
部

⑰

〃

文
明
十
四
年
閏
七
月
将
軍
家
歌
合

飛
鳥井

雅親

〃

⑱

〃

文
明
十
四
年
九
月
二
十
八
日
詩
歌
合

不

明

〃

⑲
一

四
八
三
年

文
明
十
五
年
正
月
十
三
日
詩
歌
合

衆

議

判

〃

⑳
一

四
八
六
年

文
明
十
八
年
三
月
十
六
日
殿
中
十
五
番
歌
合

飛
鳥井

雅親

〃

表15室 町期文 明以前内裏 ・公家 ・将軍 家歌合(峯 岸義秋氏 『歌合の研究』 よ り作成)
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内
裏
覊

会
の
さ
い
に
は
前
日
に
雅
麋

開
催
の
奉
書
を
出
し
て
い
華

ま
た
、

「師
範
」
と
い
う
か
ら
に
は
そ

の
門
蒙

存
在
す
る
・」

と

に
な
る
。

文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
二
月

に
は
当
時
二
十
二
歳
の
勧
修
寺
政
顕
が
和
歌

・
蹴
鞠
両
道

の
入
門
を
願

い
出
て
こ
れ
を
拒
否

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
政
顕
の
相
談
を
う
け
た
親
長
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
書
き
と
め
て
い
る
。
政
顕

の
い
う
に
は
、
和
歌

.
蹴

鞠

の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
門
し
た
い
旨
を
書
状
で
雅
康
を
通
じ
雅
親
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
急
な
こ
と
で
許
可
で
き
な
い
と

の
返
事
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
政
顕
に
、
急
に
願
い
出
て
も
こ
と
わ
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
-自
分
も
以
前

に
雅
世

に
申
し
入
れ
た
と

こ
ろ
同
じ
よ
う
な
返

事
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
篁

た
と

い
う
の
で
塩

・
延
徳
三
年

(
西

九
三

貢

吾

に
籟

長
嫡
孫
伊
長

(
当
時
籔

長
)
八

歳
が
門
弟
と
な

っ
た

(表
12
)
が
、
こ
の
の
ち
同
月
十
二
日
に
甘
露
寺
本
邸
正
親
町
亭
で
蹴
鞠
会
が
行
な
わ
れ
伊
長
も
参
加
し
、
親
長
は
こ

れ
に
「此
小
生
来
鞠
警

仍
去
吾

殊

癬
翳

工

含

初
構
鞠
残

自
愛
了
」
と
註
記
し
て
い
犂

飛
鳥
茜

弟
に
は
当
然
の
こ

と
で
は
あ
る
が
無
秩
序

に
な
れ
る
の
で
は
な
く
、
入
門
の
手
続
き
を
経
て
は
じ
め
て
門
弟
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
飛
鳥
井
門
弟

と
な

っ
て
は
じ
め
て
公
式

の
蹴
鞠
会
参
加
資
格
が
得
ら
れ
た
。
朝
廷
公
認
の
師
範
は
イ

コ
ー
ル
朝
廷
技
芸

の
家
元
と
し
て
存
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

飛
鳥
井
家
の
師
範
家
と
し
て
の
活
動

の
場
が

こ
の
ま
ま
朝
廷
内
で
完
結
し
て
お
れ
ば
、
師
範
家
飛
鳥
井
も
た
ん
な
る
朝
廷
の
文
芸

.
技

芸
吏
僚

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
飛
鳥
井
家
の
活
動
は
朝
廷
内
に
と
ど
ま
ら
ず
幕
府
行
事

に
も
そ
の
家
職
を

も

っ
て
干
与
し
て
い
た
。
幕
府
も
朝
廷
を
模
し
て
和
歌
会
や
蹴
鞠
会
を
催
し
、
そ
の
奉
行
に
は
飛
鳥
井
家
を
あ
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
義

　
お
　

教
政
権
期
、

将
軍
就
任
後
初
の
正
長
二
年

(
一
四
二
九
)
四
月
の
室
町
殿
月
次
和
歌
会
で
は
雅
世
が
出
題
し
、

永
享

五
年

(
一
四
三
三
)
正

　あ
　

月

の
幕
府
歌
会
始
で
は
題
が
前
日
に
雅
世
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
、
当
日
の
読
師
は
雅
世
、
講
師
は
弟
雅
永
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
四
月
二
十
日
の
室
町
殿
蹴
鞠
会
は
公
家
か
ら
七
人
、

賀
茂
社

か
ら

ふ
た
り
の
九
人
の
鞠
人
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
、
う
ち
飛

鳥

井
家
か
ら
は
雅
世

゜
漿

゜
資
雅

の
三
欝

・

奎

五
年

(
一
四
三
三
)
三
月

二
+
九
日
の
室
町
殿
蹴
鞠
会

で

は
豢

鞠
人
六
人

の
う

　が
　

ち
飛
鳥
井
家
か
ら
は
雅
世

・
雅
永

・
雅
親

の
三
名
が
参
加
し
、
他
の
公
家
鞠
人
は
い
ず
れ
も
す
べ
て
家
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

二
二
七
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謫
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表16将 軍足利義政,寛 正2年 以前御成一覧(『 史料総覧』 より作成)



飛
鳥
井
家

の
活
躍
は
周
知
の
よ
う
に
将
軍
義
教
の
庇
護
に
ょ
る
も
の
で
、

『新
続
古
今
和
歌
集
』
編
纂
も
義
教
の
発
意
に
よ
り
、
撰
者
雅

バ
カ
　

　
　
　

世

も
義
教
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
雅
永
は
将
軍
家
家
司
で
あ

っ
た
。
義
教

の
飛
鳥
井
家
の
庇
護
と
飛
鳥
井
家
の
義
教

へ

の
追
従
は
、
同
時
に
朝
廷
の
文
芸

・
技
芸
吏
僚
を
臣
下
に
く
み
込
ん
だ
こ
と
で
も
あ
り
、
朝
廷
の
文
芸

・
技
芸
で
あ
る
和
歌

・
蹴
鞠
も
こ

の
段
階
で
幕
府
に
公
認
の
文
芸

・
技
芸
と
な
り
、

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
編
纂
開
始

の
経
緯
か
ら
も
、
権
門
体
制
国
家
公
認
の
文
芸

・
技

芸
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
将
軍
家
と
飛
鳥
井
家
の
関
係
は
義
政
政
権
期
も
変
わ
ら

な

い
。

表
16
は
寛
正
二
年

(
一
四
六
一
)
以
前
の
将
軍
義
政
の

「
御
成
」

の
う
ち
内
裏

・
寺
社
を
の
ぞ
い
た
公
家

・
武
家

へ
の
も
の
を
列
挙
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
み
る
と
義
政
の
御
成
先
は
武
家
に
つ
い
て
は

赤
松
を
の
ぞ
い
た
三
管
四
職
と
京
極
持
清
そ
れ
に
政
所
執
事
伊
勢
貞
親
亭
と

い
う
幕
府
中
枢
に
限
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
と
同
様

　
れ
　

に
御
成
を
う
け
て
い
る
公
家
が
三
家
あ
る
。
こ
の
う
ち
烏
丸
資
任

・
日
野
勝
光
は
将
軍
家

の
姻
族
で
あ
る
の
に
対

し
、
飛
鳥
井
雅
親
に
は

(
2　
)

こ
う
い

っ
た
将
軍
家
と
の
所
縁
が
な
い
。

康
正
三
年

(
一
四
五
七
)
三
月
五
日
の
御
成
の
さ
い
に
は
雅
親
亭
で
蹴
鞠
が
行
な
わ

れ
、

長
禄

　お
　

四
年

(
一
四
六
〇
)
四
月
十
六
目
の
御
成
は
雅
親
自
身
が

「此
蓬
屋
に
室
町
殿
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
題
を
さ
く
り
て
二
十
首
歌
よ
ま
せ
給
」

う
と
書
き
の
こ
し
て
い
る
よ
う
に
、
義
政
の
雅
親
亭

へ
の
御
成
は
和
歌

・
蹴
鞠
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
飛
鳥
井
家
は
そ
の
家
職
を
も

っ

て
三
管
四
職
ら
と
同
様
に
幕
府
の
中
枢

に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
将
軍
の
各
家
臣

へ
の
御
成
は
幕
府

・
将
軍

へ
の
求
心
性
と
か
か
わ

っ
て
家

(84

)

門

の
名
誉
と
な

っ
た
が
、
飛
鳥
井
家

の
義
教
政
権
期
の
将
軍
家
と

の
庇
護
追
従
関
係
は
こ
の
段
階
で
も
継
続
さ
れ
、
義
政
の
飛
鳥
井
家
御

成
も
こ
れ
と
同
様
の
意
味
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
以
降

の
飛
鳥
井
家

へ
の
御
成
は
確
認
し
え
な
い
が
、
表

15
で
の
⑯
⑰
や
室
町
殿

蹴
鞠
会
、

と
く
に
文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
三
月
に
義
尚
が
飛
鳥
井
門
弟
と
な

っ
て
い
る

(表
8
)
こ
と
は
ひ
き
続
き
右
の
関
係
に
あ
る

こ
と
を
示
し
、
飛
鳥
井
家
が
権
門
体
制
国
家
公
認

の
文
芸

・
技
芸

の
主
宰
者

の
地
位
に
あ

っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。

甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
三
九



一
四
〇

三

斎
藤
利
国
と
甘
露
寺
家

甘
露
寺
家
月
次
会

に
は
明
応

二
年

(
一
四
九
三
)
四
月
会
、
同
年
閏
四
月
会
、
明
応
三
年

(
一
四
九
四
)
三
月
会
、
同
年
四
月
会

(表
5
)

と
、
美
濃
の
斎
藤
利
国

(持
是
院
妙
純
)
が
頭
役
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
前
述

の
よ
う
に
利
国
と
甘
露
寺
家
と
は
親
長
猶
子
の
女
子

(山

　あ
　

名
氏
被
官
垣
屋
氏
の
一
族
野
間
入
道
女
子
、
松
蔭
庵
利
貞
尼
)
が
利
国

の
も
と

へ
婚
出
し
、
利
国
は
親
長
の
い
わ
ば
娘
婿

と
な
る
。
そ
の
婚
姻
年

　
　
　

次

は
不
明
だ
が
、
嫡
子
又
四
郎

(利
隆
、
持
是
院
妙
全
)
が
天
文
七
年

(
一
五
三
八
)
に
六
十
四
歳
で
死
去
し
て
い
る

こ
と
か
ら
逆
算
し
て
文

明
七
年

(
一
四
七
五
)
に
は
又
四
郎
の
誕
生
と
な
り
、

利
貞
尼
が
後
室
で
な
い
か
ぎ
り
、

こ
れ
以
前
と
な
る
。

利
国
の
月
次
会
参
加
の
所

縁

は
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
婚
姻
関
係
に
あ
り
、

こ
れ
は
、
公
家
と
中
間
地
域
の
武
家
と
の
公
武
婚
の
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
重
要
で

あ

る
。
本
章
で
は
そ
の
婚
姻
の
も
つ
意
味
を
あ
き
ら
か
に
し
、
利
国
の
月
次
会
参
会
の
背
景
を
探

っ
て
み
た
い
。

美
濃
の
斎
藤
氏
は
妙
椿

の
段
階
で
守
護
代
と
し
て
守
護
土
岐
氏
と
主
従
関
係
を
も

つ
一
方
で
、
幕
府
奉
公
衆
と
し
て
も
直
接
将
軍
家
と

も
主
従
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
妙
椿

は
守
護
代

の
枠
を
越
え
自
立
権
力
と
し
て
隣
国

へ
の
軍
事
支
配
権
を
確
立
し
た
。
妙
椿
は
文
明
十
二

(87
)

年

(
一
四
八
〇
)
二
月
に
死
去
し
、

五
月
に
は
後
継
と
な

っ
た
妙
椿

の

「姪
」
で
猶
子
の
利
国
は
、
幕
府
の
支
援
を
う
け
の
ち
守
護
土
岐

成
頼
の
も
と
で
権
力
を
拡
大
し
て
い
く
妙
椿
兄
利
藤
と
の
対
抗
関
係

に
入
り
、

文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
に
は
興
福
寺
よ
り
薬
師
寺
別

(
88
)

(
89
)

当
領
江
州
豊
浦
庄
代
官
職

に
補
任
さ
れ
る
な
ど

「当
時
其
威
満
数
州
」
る
軍
事
力

を
も

ち
、

明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
五
月
に
は
船
田
合

戦

で
成
頼
ー
利
藤
派
を
敗
り
美
濃

一
国
の
支
配
権
を
確
立
し
た
。

し
か
し

こ
の

の
ち
将
軍
義
尚
の
近
江
出
陣
に
参
戦
し
、

十

二
月
、

馬

(
90
)

借

・
郷
民
の
土

一
揆
に
敗
れ
自
害
し
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、

両
家
の
交
流
は
文
明
十
三
年

(
一
四
八
一
)
八
月
二
十
八
日
の
親
長
長
男
楽
邦
の
美
濃
下
向
を
初
見
と
し
て
大
永
三
年

(
一
五
二

三
)
八
月
十
七
日
の
親
長
正
忌
舎
利
講
に
美
濃
雑
掌
四
郎
右
衛
門
が
参
列
す
る
ま
で
の
四
十
二
年
間
に
わ
た

っ
て
確
認
さ
れ
、

か
な
り
実

意
を
も

っ
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
表
17
は
両
家
の
交
流
の
経
過
を

一
覧
化
し
た
も
の
で
、

こ
の
ほ
か
文
明
か
ら
利
国
死
去
ま
で
の



間
、
利
貞
尼
個
人
の
上
洛
、
書
状
の
送
付
も
あ

っ
た
。
例
年

の
年
始
祝
詞
の
往
復
、
年
末
年
始
に
お
け
る
利
国
か
ら
の
用
立
、
利
国
若
党

の
甘
露
寺
亭
警
固
、
さ
ら
に
は
利
国

・
親
長
死
去
の
の
ち
も
続
く
贈
答
や
甘
露
寺
家
の
美
濃
下
向
、
そ
し
て
親
長
正
忌
舎
利
講
に
お
け
る

美
濃
雑
掌
の
参
列
は
そ
の
実
意
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、

毎
年

二
千
疋
の
用
立
に
加
え
、

明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
の
除
目
費
用

二
千
疋
の
用
立
、
さ
ら
に
は
甘
露
寺
家
の
美
濃
下
向
時
に
お
け
る
接
待
な
ど
、
交
流
の
収
支
関
係
は
利
国
側
の

一
方

的
な
支
出
に
委
ね
ら

れ

て
お
り
、
ダ

メ
ー
ジ
の
程
は
と
も
か
く
、
経
済
的
に
は
ま

っ
た
く
の
利
国
側

の
損
失
で
あ
る
。

戦
国
大
名
間
で
は
相
互
に
協
調
体
制
を
と
る
た
め
に
女
子
を
婚
出
さ
せ
て
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
政
略
結
婚
が
み
ら
れ
、
そ
れ
な
り
に
効
力

　
れ
　

を
発
揮
し
た
。

利
国
は
延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)
五
月
に
は
十
三
歳
の
女
子
を
朝
倉
方

へ
婚
出
さ
せ
、

明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
四
月
に
は

元
長
長
女
を
猶
子
に
し
て
織
田
兵
庫
頭
の
も
と

へ
婚
出
さ
せ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
婚
姻
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
政
略
結
婚
と
い
え
る
の

だ
が
、
甘
露
寺
家
と
の
公
武
婚
に
は
こ
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
は
な
い
。

こ
の
婚
姻

の
成
立
事
情
は
あ
き
ら
か
で
は

な

い
が
、

明
応
四
年

(
一
四
九
五
)
四
月
の
元
長
長
女
の
織
田
兵
庫
頭

へ
の
婚
出
に
つ
い
て

『親
長
卿
記
』
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

+
六
日

晴

含

予
婪

鞴

篶

鹸

歳

下
遣
濃
鵬
驍

隈
女
房
東
向
璽

之
鼇

或
所
嫁
娶
之
墨
云
々
、

廿

一
日

晴
、
予
孫
女
今
日
嫁
娶
尾
州
織
田
兵
庫
頭
許
云
々
、

つ
ま
り
、
十
六
日
の
記
事
で
は
利
国
室
の
要
請
に
応
じ
て
元
長
長
女
を
美
濃
に
下
向
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
理
由
は

「或
所
」

に
婚
出
さ
せ
る
の
だ
と
い
う
も
、
相
手
先
の
名
が
わ
か

っ
て
い
な
い
。
五
日
後
の
二
十

一
日
に
な

っ
て
よ
う
や
く
そ
れ
が
尾
張
の
織
田
兵

庫
頭
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
お
な
じ
よ
う
な
こ
と
は
永
正
八
年

(
一
五
二

)
に
も

み

ら
れ
、

元
長
は
七
月

「自
美
濃
小
女

　
ふ
　

　
お
　

事

」
下
向
要
請
を
う
け
て
い
る
。
結
局

こ
の
と
き
は
十
月
に
な

っ
て

「濃
州
小
女
下
向
事
有
違
約
之
儀
」
と
な

っ
た
が
、

こ
れ
に
加
え
て

永
正
十
五
年

(
一
五
一
八
)

四
月

に
は
中
御
門
宣
秀
女
子
が
駿
河

・
遠
江
守
護
今
川
氏
親
の
要
請
で
遠
江
守
護
代
朝

比
奈
泰
能
の
竜
と
に

　
ム
　

婚
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
の
こ
ろ
の
公
武
婚
は
武
家
側
の
要
請
で
す
す
め
ら
れ
た
と
い
え
、
利
国
と
利
貞
尼

の
婚
姻
も
利
国
側
の
要

請
と
み
て
ま
ち
が

い
な
い
。

甘
露
寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記
』
鞠
人
グ

ル
i
.フ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
四

一



年 月 日

文 明13(1481).8.27

文 明15(1483).9.17

文 明16(1484).正.27

〃 .2.4

文 明17(1485).正.22

ii .4.27

文 明18(1486).3.11

〃.3.18

〃.6.5

文 明19(1487).正.19

長享 元(〃).⑪.29

延 徳2(1490).正.20

延 徳3(1491).12.19

明 応2(1493).3.26

ii.4.13

〃.④.13

rr.12.26

明 応3(1494).3.13

〃.4.13

明 応4(1495).3.8

ii.4.16

明 応5(1496).正.9

事 項

楽邦,美 濃下 向。

利国室 と女子,石 山詣ののち甘露寺亭を訪れ る。

親長,義 尚の仰 によ り,美 濃 の利国へ 厂恵慶法師集」の進上を求め,同 時)'Y`.

年始の祝詞を送 る。

親長,美 濃 の利国 よ り 「恵慶法師集」を送 らる。同時に例年 どお りの祝 詞返

事 と,親 長夫婦に各五百疋 を送 らる。

親長,利 国の前南禅寺住寺二法寺以篤信中の禅師号諡号執奏 申請の と り次ぎ

をする。

後土御門院 利国の執 奏 に よ り,以 篤信中に続燈西院禅師号 の諡号を行 な

う。

利国若党三人,夜 盗の出没 のために甘露寺亭を警固す る。

親長,富 小路俊通の美濃下 向につ き,利 国を もって守護土岐成頼に対 し俊通

への懇志 を頼む よ うに楽邦 にことづけ る。

楽邦,美 濃下向。

楽邦,美 濃 よ り上洛。

親長,利 国よ り禁裏料所美濃伊 自良庄直務 に関す る奉書に親長の副状を請わ

れ,こ れ を進上。

利国室,足 利義視室 と同道 して上洛。年来利国扶助の ところ,こ の度上洛。

親長,美 濃 の利国 より鳥 目二千疋を送 らる。

利国,親 長 よ り除 目費用調達を依頼され,二 千疋を進上。

利国,甘 露寺家月次会 に参加 し,頭 役を務む。
〃

親長,利 国 より 「年越 之物 」二千疋を送 らる。

利国,甘 露寺家月次会に参加 し,頭 役を務む。

ii

親長,美 濃の利 国の宿願に より,姉 小路明神 に参詣。

元長長女,美 濃 の利国室のお求めに よ り,尾 張織 田兵庫頭の許へ婚 出。

親長,美 濃の利 国よ り二千 疋を送 らる。

111　ー

出 典

r親長卿記』

ii

〃

〃

『御湯殿の上 の 日記』

r親長卿記』

//

ii

〃

〃

〃

ii

//

//

ii

a

//

//

//

〃

〃

〃



〃

//

//

ii

//

ii

//

.正.24

.z.11

.2.16

.2.19

.6.12

.8.11

.12.11

明 応7(1498).正.13

明 応8(1499).

明 応9(1500).6.

ii.7.17

〃.8.19

文 亀1(1501).2.1

rr.10.7

ii.12.2

文 亀3(1503).8.29

a.10.5

文 亀4(1504).正.4

永 正3(1506).10.10

ii.11.23

永 正5(1508).11.4

永 正6(1509).9.11

永 正8(1511).7.30

rr.10.21

(永 正年 間)

大 永3(1523).8.17

親長,美 濃の利 国の要請に より高松明神に参詣。

利 国,親 長へ室 の 「所労大事」の旨の書状を送る。

親長,利 国書状を うけ,利 国室のために祈蕎を行 な う。

甘 露寺家青侍元継,利 国室所労見舞 のため美濃に下 向。

後 土御門院,伊 自良庄代官美濃守護代斎藤利藤を年貢無沙汰につき罷免 し,

利 国を新代官 とす る。親長,利 国に これを 申し下す。

利 国,楽 邦 の折紙を もって権大僧都を請い,補 任 さる。

利国,近 江に て戦死。親長,こ れを嘆 く。

親長,美 濃 の利国室(松蔭庵利貞尼)と 利国嫡子又四郎へ引合 ・扇な どを送 る。

楽邦,こ の年 よ り文亀元年(1501)ま で美濃在 国。

又四郎,出 家。

親長,美 濃 にて死去。

朝子(親長女子 ・中御門宣胤室),美 濃に下 向。

親長室 と朝子,美 濃 よ り上洛 。

楽邦,こ れ以前に美濃 より上洛。

楽邦,美 濃 より上洛。

元長,美 濃下 向を告げ るため,三 条西実隆を訪れ る。

元長,こ れ以前Y'`美濃 よ り上洛。

元長,美 濃の斎藤彦四郎 より書状 ・青銅三百 疋を送 らる。

元長,美 濃に下 向。

元長,美 濃在国。

楽邦,美 濃に下向。

楽邦死去。

元長,美 濃 よ りの 「少女下 向」の要請 を三条西実隆に依頼 し,実 隆,さ らに

これを鷹司政平室(一条兼 良女子)に 依頼す る。

「少女」美濃下 向の儀,成 らず。

松蔭庵,京 都 ・美濃間を往復。

美濃雑掌四郎右衛門,親 長正忌舎利講に参列 。

ii

〃

//

//

〃

r実隆公記』

『後法興院記』 『親長卿記』

r親長 卿記』

『宣胤 喞記』

『大乗院寺社雑事記』

『後法興院記』

r元長卿記』

//

r宣胤卿記』

〃

『実隆公記』

ii

『元長卿記』

r実 隆公記』

//

ii

ii

//

//

ii

〃

表17甘 露寺家と斎藤(利 国)氏 の交流

粗蝋黜噸　
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一
四
四

で
は
な
ぜ
利
国
は
甘
露
寺
家
と
の
婚
姻
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
地
方
大
名

の
将
軍

・
天
皇

へ
の
接
近
は
自
ら
の
権
威
的

基
盤
の
確
妾

企
図
し
た
も
の
と
さ
褌

勝
俣
鎮
夫
氏
も
利
国
の
船
畧

戦
直
後
の
笶

僧
都
補
任
案

を
戦
国
大
名
と
し
て
の
新
し
い

蔑

づ
宴

求
め
た
も
の
と
し
て
い
霏

、
こ
の
補
任
葉

鬚

邦
の
折
紙
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
・
こ
れ
も
ま
ず
甘
擘

家

と
の
関
係
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
家

の
交
流
が
両
家
間
の
枠
の
な
か
で
完
結
し
て
る
か
ぎ
り
は
そ
の
実
意
の
様
子

を
示
し
う
る
に
と
ど
ま
る
が
、
事
が
こ
の
枠
を
越
え
て
展
開
す
る
場
合
、
甘
露
寺
家
は
利
国
と
将
軍

・
天
皇
と
の
結
節
点
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
。

文
明
十
六
年

(
一
四
八
四
)
の
利
国
の
義
尚

へ
の

「
恵
慶
法
師
集
」
進
上
、

翌
月
十
七
年

(
一
四
八
五
)
の
利
国
執
奏
に

よ
る
後
土
御
門
院

の
二
法
寺
信
中

へ
の
続
燈
西
院
禅
師
号
諡
号
、

明
応
五
年

(
一
四
九
六
)
八
月

の
利
国
の
権
大
僧
都
補
任
要
求

と
そ
の

勅
許
な
ど
は
い
ず
れ
も
甘
露
寺
家
が
取
次
役
と
な

っ
て
い
る
。
利
国
の

「転
大
」
申
請
は
、
ま
ず
親
長
長
子
楽
邦

の
折
紙
に
よ

っ
て
楽
邦

の
従
兄
弟
で
侍
従

の
三
条
西
実
隆
の
手
を
経
て
勾
当
内
侍

に
申
し
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
天
皇
と
実
隆

の
協
議
に
よ
り
勅
許
と
な

り
、
さ

き

の
折
紙
に
勅
許
の
旨
を
書
き
記
し
、
大
納
言
典
侍
局
に
お
い
て
楽
邦

に
こ
の
折
紙
を
直
付
し
て
利
国
の
権
大
僧
都
補
任
が
発
令
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

利
国
と
甘
露
寺
家
と
の
関
係
が
あ
ら
わ
れ
る
文
明
十
三
年

(
一
四
八
一
)
八
月
は
妙
椿

の
死
後

一
年

六

か
月
、

利
藤
と
の
対
抗
関
係
に

入

っ
て

一
年
三
か
月
め
の
こ
と
で
あ
り
、
以
後

の
両
家

の
交
流
は
前
述
の
よ
う
な
利
国
を
め
ぐ
る
社
会
情
況
の
な
か
で
推
移
し
た
も
の
で

あ
り
、
利
国
の
甘
露
寺
家

へ
の
接
近
は
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
や
は
り
美
濃
に
基
盤
を
す
え
将
軍
ー
守
護
-
守
護
代
体
制
の
枠
と
は
別
個

の
自
立
権
力
と
し
て
歩
も
う
と
す
る
利
国

の
新
た
な
権
威
づ
け
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
た
ん
に
肩
書
き
に
の
み
求
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
権
力
拡
大
の
過
程
の
な
か
で
、
公
家
と
の
婚
姻

に
よ

っ
て
姻
戚
関
係
の
緊
密
さ
が
社
会
構
造
化
し
て
い
る
公

家
社
会
そ
の
も

の
の
な
か
に
入
り
込
み
、
そ
の
軍
事

.
経
済
力
を
背
景

に
し
つ
つ
も
、
姻
戚
関
係
に
ょ
る
公
家
社
会
の

一
員
と
し
て
構
造

的
に
朝
廷
内
で
の
勢
力
拡
大
と
そ
れ
に
と
も
な
う
自
ら
の
権
威
づ
け
を
狙

っ
た
も
の
で
あ
り
、
公
家
女
子
を
し
て
他
家

へ
婚
出
さ
せ
る
こ

と
な
ど
は
対
外
的
な
権
威
の
表
現
と
も
な
る
。
利
国
と
甘
露
寺
家
と
の
交
流
は
そ
う
い

っ
た
利
国
自
ら
の
権
威
づ
け
の
過
程
で
あ
り
、
利



国

の
権
門
体
制
国
家

の
国
芸

の
ひ
と

つ
で
あ
る
和
歌
を
詠
む
甘
露
寺
家
月
次
会
参
会
も
、

は
船
田
合
戦
勝
利
段
階

に
お
け
る
利
国

の
権
威
づ
け
の
総
仕
上
げ
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

一
過
程
と

い
え
、

そ
し
て
権
大
僧
都
補
任

四

甘
露
寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

『
親
長
卿
記
』
の
現
存
す
る
文
明
二
年

(
一
四
七
〇
)
か
ら
明
応
七
年

(
一
四
九
八
)
に
か
け
て
の
二
十
八
年
間

は
、
幕
政

の
う
・兄
か
ら

は
O
応
仁
の
乱
終
結
と
義
政
の
将
軍
職
辞
任
↓
⇔
義
尚

の
将
軍
職
就
任
と
日
野
勝
光

・
富
子
の
幕
政
干
与
↓
⇔
富

子
の
失
脚
と
↓
義
尚

.

細
川
政
元
の
対
立
↓
四
政
元
政
権
の
樹
立
と
推
移
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
す
で
に

「将
軍
権
力
組
織

の
崩
壊
」
と
し
て

(
97
)

百
瀬
今
朝
男
氏
の
整
理
が
あ
る
が
、
甘
露
寺
家
月
次
会
や
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
も
こ
の
幕
政
の
推
移
と
は
け

っ
し
て
無
関
係
で
は
あ
り

え
な
か

っ
た
。

①

甘
露
寺
月
次
会
と
幕
府
奉
行
人
飯
尾
氏

甘
露
寺
家
月
次
会
に
は
前
述
の
よ
う
に
武
家
会
衆
も
み
ら
れ
、
こ
の
う
ち
と
く
に
幕
府
奉
行
人
飯
尾
氏
は
大
挙

し
て
参
会
し
て
い
る
。

飯
尾
氏
と
甘
露
寺
家
の
接
点
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
飯
尾
氏
の
う
ち
の
有
力
者
元
連

の
賀
茂
奉
行
と
親
長
の
賀
茂
伝
奏
と
の
関

係
で
あ
る
。

親
長
の
賀
茂
伝
奏
就
任

の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『親
長
卿
記
』
冒
頭
文
明

二
年

(
一
四
七
〇
)
九
月
三
日
条
に
は
親
長
が

(98

)

賀
茂
社

の
事
に
干
与
し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
、
す
で
に
賀
茂
伝
奏
の
職
に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
表
18
は
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署

奉
書

の
う
ち
明
応
以
前

の
賀
茂
社
関
係
分
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
署
名
奉
行
人
の
う
ち
左
側
が
日
付
下
に
署
名
し
た
訴
人
方
担
当
奉
行
、

　
ふ
　

右
側
が
論
人
方
担
当
奉
行
で
あ
り
、
遅
く
と
も
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)
八
月
に
は
元
連
は
賀
茂
奉
行
を
務
め
て
い
た
。

こ
の
両
者
の
関
係
は
た
と

え
ば
、

文
明
三
年

(
一
四
七
一
)
二
月

二
十

二
日
に
は
賀
茂
社
が
親
長
に
賀
茂
社
領
摂
州
三
島
江
関
が
西
軍

に
破
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
替
関

「
江
州
関
」

の
設
置
要
求
を
し
、

親
長
は
二
十
八
日
に
こ
れ
を
奏
聞
、

三
月
三
日
に
は

(武
家
)
伝
奏
広

甘
nci9寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
四
五



考備

鶸

號

嬲

靉

端

纒
鰯

篇

器
㎜

器
㎜

撒

撒

濺

欝

欝
㎜

典出

」

」

条

」

」

訝

雛
鑼
野
欝
鑽　
叢
鞭

所宛

欝

鍮

戴
撫　

難
講
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搬
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甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
四
七

年 月 日

永 亨2(1430).9.29

永 亨4(1432).9.23

永 亨9(1437).9.23

ノノ

嘉 永 元(1441).9.24

文 安3(1446).4.8

文 安4(1447).4.8

≫5.4

宝 徳2(1450).10.29

u.12.19

11

長 録3(1459).5.25

≫8.17

寛 正5(1464).12.26

応 仁2(1468).2.16

文 明 元(1469)。9.28

文 明8(1476).8.19

文 明9(1477).4。2

≫7 .26

ノノ

≫8 .29

≫10.21

文 明10(1478).4.2

1J

延 徳2(1490).11。4

延 徳3(1491).8.11

≫11.22

JI

ノノ

11 12.26

明 応3(1494).11.18

ノノ

内 容

賀茂社領美作国下河内庄年貢内式拾貫文事

賀茂社領脩平申播磨国安志庄衣服来納米并社領内正覚寺押領分等事

賀茂社領若狭国宮河庄領家職和州発向兵粮段銭事

II

備前国竹原庄并尾張保等事

賀茂社領摂津国多田庄内米谷当寺段銭事

造内裏段若州宮川庄京済分事

播州塩屋年貢事

賀茂社領境内河上郷三段、大宮郷五段、中村郷七段、九日田五段等事

持明院新宮敷地事

ノノ

就賀茂与小野喧嘩事

禁裏御料所小野供御人与賀茂社氏人等相論去五月十九日於当所確執事

賀茂社領和泉国箱作庄与淡輸庄堺山林浦等之事

粟津弥四郎清久申、山城国山科御陵政所職下地等事

賀茂社末社奈良社神主職事

賀茂社頭事

賀茂貞久申奈良社領賀茂田散在事

賀茂末社奈良社神主職同社領等事

奈良社領堺内田地事

土一揆等事

奈良社領賀茂田内散在田地事

賀茂貞久申奈良社領賀茂田散在事

Il

賀茂社領加賀国金津庄事

ノノ

賀茂社領江州芋生郡船木庄領家職事

ノノ

ノノ

近江国船木庄下司本家事

賀茂社領近江国蒲生郡船木庄下司本家事

ノノ

表18明 応以前賀茂社関係室町幕府奉行人連署奉書



一
四
八

匡亟 到[i匸 至]1

州龠 棉
購 行=里2陶 伝奏一 簸 伝奏1＼＼ 丱

、
丶

、＼[亟 亙

賀茂社に関する政務の関係(関 係分)

橋
綱
光
に
対
し
賀
茂
社
の
申
請
を
武
家

に
申
し
入
れ
る
よ
う
に
と
の
天
皇
の

仰
が
あ
り
、
十
三
日
に
は
武
家

の
下
知
が
お
り
、
こ
れ
を
う
け
改
め
て
天
皇

の
勅
裁
と
な

っ
た
。
ま
た
、
同
年
三
月
十
四
日
に
は
賀
茂
社
司
森
貞
久
が
親

長
に
未
曽
呂
池
関
の
回
復
を
願
い
出
、
親
長
は
元
連

に
こ
の
件
を
申
し
入
れ

る
べ
く
奏
聞
に
か
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
結
局
元
連

へ
の
通
達
の
勅

許
は
お
り
な
か
っ
た
。
賀
茂
社
側
は
氏
人
か
ら
の
要
求
や

「敵
」

の
打
ち
入

り

へ
の
そ
な
え
の
た
め
関
回
復

の
勅
許
を
得
よ
う
と
、
親
長
に
要
求
し
、
こ

れ
を
う
け
た
親
長
は
奏
状
を
認
め
、

こ
の
と
き
は
伝
奏
広
橋
綱
光
が
所
労
不

出
仕
の
た
め
元
連
宛
の
女
房
奉
書
を
発
給
せ
ん
こ
と

を
奏
上
し
た
が
、
美
曽

呂
池
関
は
後
花
園
院
が
山
国
御
料
所
か
ら
の

「運
送
之
御
替
物
」
が
彼
の
関

で
抑
留
さ
れ
到
着
が
遅
れ
る
と
の
理
由
で
関
の
廃
止
を
幕
府
に
要
求
し
認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

い
ま
さ
ら
こ
れ
を
く

つ
が
え
す
よ
う
な
こ
と
は

(
00i
)

で
き
な
い
と
の
理
由
で
勅
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
右
の
事
例
に
関
し
て
い
え
ば

賀
茂
社

の
要
求
と
そ
の
実
現
は
お
よ
そ
図
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
な
か
賀
茂
奉
行
と
直
接
交
渉
に

あ

た
る
の
は

(武
家
)
伝
奏
で
あ

っ
て
賀
茂
伝
奏
で
は
な

い
。

未
曽
呂
池
関
設
置
問
題
は
勅
許
が
お
り
ず
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
終
わ

っ
た
よ

(
°
)

う
だ
が
、

こ
の
段
階
で
は
賀
茂
伝
奏
は
富
田
政
弘
氏
の
い
う
よ
う
に
公
家

の
政
務
と
し
て
幕
府
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に

は
要
件
を
執
行
す
る
段
階
で
は
将
軍

の

「仰
」
が
要
求
さ
れ
、
公
家
の
政
務
の

(執
行
す
る
と
い
う
)
結
果
を
幕
府

に
執
奏
す
る
こ
と
に
な

り
、
少
な
く
と
も
右

の
事
例
に
関
す
る
か
ぎ
り
幕
府
は
依
然
と
し
て
こ
の
公
家
側
の
政
務

の
執
行
可
否
権
を
掌
握

し
て
い
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

、



親
長
と
元
連
は
権
門
体
制
下
、

と
も
に
文
筆
を
業
と
す
る
公
武
の
実

(事
)
務
官
僚
と
し
て
の
右
の
よ
う
な
共
業
関
係
に
あ
り
、
飯
尾

(
201

)

氏

の
大
挙
し
て
の
参
会
は
こ
れ
の
裏
返
し
で
あ
り
加
え
て
飯
尾
氏
の
同
名
衆
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
『
親
長
卿
記
』

文

明
五
年

(
一
四
七
三
)
五
月

二
十
日
条
に
は
飯
尾
之
種
の
死
亡
記
事
が
あ
り

「
不
便
々
々
、

奉
行
中
穏
便
之
者
也
」

と
そ
の
死
を
哀
惜

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
甘
露
寺
家
が
さ
ら
に
幕
府
と
接
近
し
た
位
置

に
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
前
述
の
親
長
女
子
冷
泉
局
は
朽

木
氏
欝

の
さ
い
幕
府
政
所
蟄

伊
勢
貞
糾

刊
と
萱

親
長
は
打
聞
衆
と
し
て
将
裹

に
近
侍
し
て
(饕

文
明
+
三
年

(
西

八

一
)
六
月
会

に
は
伊
勢
弾
正
が
使
者
と
し
て
義
尚
の
懐
紙
短
冊
見
分
所
望
が
あ
り

(表
2
)、

同
名
衆
の
義
尚
申
次
伊
勢
貞
頼
、
政
所
執
事

代
蜷
川
親
元
の
参
会
や
執
事
代

の
下
に
寄
人
と
し
て
政
所
機
構
を
構
成
す
る
奉
行
人
飯
尾
氏
の
参
会
も
こ
れ
に
ょ
ろ
う
。

②

鞠
人
グ

ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
奉
公
衆

・
「京
兆
伴
衆
」

鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
は
、
甘
露
寺
家
月
次
会
が
武
家
会
衆
を
ふ
く
み
つ
つ
も
公
家
甘
露
寺
家
の
イ
エ
の
行
事

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、

権
門
体
制
国
家

の
師
範
飛
鳥
井
を
中
心
に
内
裏
や
室
町
殿

へ
の
習
礼
の
意
味
を
ふ
く
み
つ
つ
展
開
し
た
。
こ
の
た
め
飛
鳥
井
門
弟
は
武
家

に
も
ひ
ろ
が
り
、
将
軍
家
を
は
じ
め
各
階
層
に
わ

た

り
、

文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
三
月
十
四
日
に
は

「
御
師
範
」
雅
親

・
雅
康
に
よ

る
義
尚

へ
の
鞠
伝
授
が
行
な
わ
れ

(表
8
)、

文
明
十
四
年

(
一
四
八
二
)
九
月
三
日
甘
露
寺
亭
会

(表
10
)
に
初

参

加

し

た
山
名
豊
時
は

「
近
日
為
飛
鳥
井
門
弟
、
可
召
具
由
、
昨
日
案
内
、
可
然
之
由
返
答
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
各
武
家
邸
会
で
は
雅
康
が
鞠
人
を
招
引
し

て

い
る

(表
11

広
戸
亭
会
)。

こ
れ
に
加
え
既
述
の
伊
長
の
例
か
ら
も
、

公
式
の
蹴
鞠
会
参
会
に
は
飛
鳥
井
門
弟
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
、
蹴
鞠
会

の
武
家
鞠
人
は
す
べ
て
飛
鳥
井
門
弟
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

文
明
十

一
年

(
一
四
七
九
)
四
月

の
広
戸
宗
弘
亭
会

(表
11
)
を

ふ
く
め
翌
同
十
二
年
よ
り
展
開
す
る
鞠
人
グ

ル
ー
・フ
の
武
家
会
衆
は
、

さ
き

の
整
理
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
文
明
十
七
年

(
一
四
八
五
)
ま
で
は
幕
府
近
習
と
く
に
奉
公
衆

(番
衆
)
が
多
数
を

し
め
て
い
る
。

こ
の

時
期
は
番
衆
の
組
織
強
化
を
は
か
り
こ
れ
を
自
ら
の
権
力
基
盤
と
し
た
将
軍
義
尚
の
事
実
上

の
執
政
期
で
あ
り
、
師
範
家
飛
鳥
井
を
庇
護

甘
露
寺
家
月
次
会

.
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
四
九



一
五
〇

し
、
こ
れ
を
権
門
体
制
国
家

の
国
芸
と
し
、
自
ら
も
飛
鳥
井
門
弟
と
な

っ
た
将
軍
家
の
も
と
、
番
衆
は
文
官
の
奉
行
衆
に
対
し
て
武
官

.

技
芸

の
将
軍
近
習
と
し
て
同
じ
く
飛
鳥
井
門
弟
と
な
り
、
室
町
殿
会
の
お
り
に
は
鞠
人
の
ひ
と
り
と
し
て
鞠
場
に
立

っ
た
の
で
あ
る
。

文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
段
階

に
入
り
鞠
人
グ

ル
ー
プ
蹴
鞠
会
に
は
細
川
茂
と
そ
の
被
官
が
大
挙
参
入
す
る
こ
と

に
な
り
、

彼
ら
も

ま
た
飛
鳥
井
門
弟
と
な

っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
伊
勢
貞
頼
、
広
戸
宗
弘
を
の
ぞ
き
幕
府
近
習
、
と
く
に
番
衆
の
参
会
が
激
減
す
る
。
こ

の
年

は
幕
政
の
う
え
か
ら
み
る
と
、
細
川
政
元
が
八
月
に
侍
所
の
検
断
権
を
吸
収
し
、
洛
中
の
権
断
権
を

一
手
に
行
使
し
、
事
実
上
洛
中

　
　
　

の
警
察
権
を
掌
握
し
た
年
で
あ
り
、
政
元
政
権
樹
立

に
む
け
て
本
格
的
な
行
動
を
開
始
し
た
年
で
も
あ
る
。
彼
ら
は

一
家
衆

.
内
衆
と
い

っ
た
政
元
の
上
層
被
官
で
あ
り
、
幕
政
に
も
干
与
し
た
亀
泉
集
証
が
記
す

『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
彼
ら
の
名
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
の
も
こ

　
　
　

　
い
　

の
年
を
前
後
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
奉
公
衆

(番
衆
)
・
奉
行
衆
と
は
別
に

「管
領
伴
衆
」

「京
兆
伴
衆
」
と
し
て

一
個
の
集
団
を
形
成
し

て
政
元
と
と
も
に
将
軍
に
近
侍
し
た
の
で
あ

っ
た
。

文
明
十
七
年

(
一
四
八
五
)
の
番
衆
と
奉
行
衆
の
衝
突
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
結
の
表
出

　
い
　

し
た
も
の
だ
が
、
政
元
は
奉
行
衆
を
支
持
し
義
尚
と
対
立

の
姿
勢
を
み
せ

「京
兆
伴
衆
」
も
奉
公
衆

(番
衆
)
と

は
対
立
関
係

に
な
り
、

　
い
　

文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)

七
月

に
は

の
ち
の
義
尚
の
近
江
出
陣
時
に
御
供
衆
と
な

っ
た
結
城
七
郎
亭
に
て
細
川
被
官
安
富
与
三
郎
被
官

中

沢
孫
四
郎
と
広
戸
則
忠
と
が
刃
傷
沙
汰
を
起
こ
し
、
亭
主
結
城
七
郎
が
近
江

へ
出
奔
す
る
事
件
が
お
き
、
七
郎
帰
洛
時
に
は
奉
公
衆
二

百
人
ほ
ど
が
こ
れ
を
出
迎
え
た
と
い
濾

延
箜

一套

西

九
二
)
五
月
に
は
政
元
亭

で
将
軍
義
材

「御
動
座
」

に
つ
い
て
の
評
定
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
衆
十
人
の
う
ち
鞠
人
と
し
て
確
認
さ
れ
る
者
に
は
細
川
政
賢

・
上
原
賢
家

・
同
元
秀

.
大
平
中
務
丞
の
四
名
に
薬
師
寺
某

が
あ

つ
瀚
四
政
元
は
文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
を
画
期
と
し
て
し
だ
い
に
幕
政
に
干
与

し
明
応

二
年

(
一
四
九
三
)
の
政
元
政
権
樹
立
に

む
け
て
歩
を
す
す
め
て
い

っ
た
。

延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)
五
月
に
は
飛
鳥
井
雅
俊
が
幕
府
蹴
鞠
師
範
と
な
り
、

と
き

の
将
軍
義
材
が
雅

俊
門
弟
と
な
菊

細
川
氏
と
そ
の
被
官
の
飛
鳥
茜

弟
化
と
鞠
人
グ
牛

プ
蹴
鞠
会

へ
の
参
加
は
同
鷺

権
門
体
制
国
家
の
国
芸
で
あ
る

蹴
鞠

の
掌
握
で
も
あ
り
、
政
元
政
権
樹
立
に
む
け
て
の

一
道
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



お

わ

り

に

ど
の
よ
う
な
文
芸

・
技
芸
も
そ
の
仕
手
が
政
治
性
を
帯
び
る
か
ぎ
り
、
そ
の
文
芸

・
技
芸
も
政
治
性

の
付
着
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
和
歌

・
蹴
鞠
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
和
歌

・
蹴
鞠
は
宮
廷
文
化
と
し
て
定
置
さ
れ
、
そ
の
最
た
る

も
の
が
勅
撰
和
歌
集
で
あ
ろ
う
し
、
勅
撰

の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
国
家
文
化
と
も
い
え
よ
う
。
武
家

に
は
犬
追
物

.
笠
懸
な
ど
の
武
芸

が
萱

細
川
政
元
も
大
規
模
癸

追
物
を
催
し
て
い
菊

し
か
し
・
こ
れ
に
豢

が
参
加
す
る
こ
と
臻

く

あ
く
ま
で
も
豪

内
部

の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
武
家
が
た
だ
た
ん
に
和
歌
や
蹴
鞠
を
好
み
そ
れ
を
嗜
む
と

い

っ
た
程
度
な
ら
ば
問
題
は
な
い
。

本
稿
で
は

甘
露
寺
家
月
次
会
と

『
親
長
卿
記
』
に
記
さ
れ
る
飛
鳥
井

・
甘
露
寺

・
高
倉
の
三
家
を
中
心
と
す
る
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
を
通
じ
て
和

歌

・
蹴
鞠
を
国
家
論
に
ひ
き

つ
け
、
と
く
に
和
歌

・
蹴
鞠
師
範
飛
鳥
井
家
を
権
門
体
制
国
家
の
国
芸
の
主
宰
者
と
位
置
づ
け
て
検
討
し
て

き
た
。
甘
露
寺
家
月
次
会
は
も
ち
ろ
ん
、
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
も
本
質
的

に
は
公
家

の
会
で
あ

っ
た
。
月
次
会

に
お
け
る
飯
尾
氏
の
参

会

は
伝
奏
と
奉
行
衆
と

い
う
権
門
体
制
下
、

と
も
に
文
筆
を
業
と
す
る
公
武
の
実

(事
)
務
官
僚
の
共
業
関
係
の
裏
返
し
で
あ

っ
た
と
い

え
よ
う
。
飯
尾
氏

の
参
会
は
文
明
十
九
年

(
一
四
八
七
)

(表
3
)
を
最
後

に
み
ら
れ
な
く
な
り
、

月
次
会
は
公
家
だ
け
の
会
と
な

っ
た
が
、

こ
の
こ
ろ
に
賀
茂
伝
奏
と
賀
茂
奉
行
と

の
関
係
に
な
ん
ら
か
の
変
化
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
は
今
後

の
課
題
と
な
ろ
う
。
ま

た
、
地
方
武
家

・
幕
府
近
習

・
細
川
氏
と
そ
の
被
官
と
三
者
三
様
の
立
場
を
異
に
す
る
武
家

の
和
歌

.
蹴
鞠

へ
の
接
近
は
、
同
時
に
国
芸

の
主
宰
者
飛
鳥
井

へ
の
接
近
で
も
あ
り
、
彼
ら
の
権
威

へ
の
接
近
、
政
権
樹
立

へ
の

一
道
程
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
の
ち
に

飛
鳥
井
家
は
地
方
武
家
の
な
か
に
も
門
蓉

ひ
ろ
げ
て
い
鯵

そ
れ
も
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
発

こ
と
の
延
長
線

走

あ
る
の
で
あ
る
.

註(
1
)

芳
賀
幸
四
郎

『
東

山

文

化

の
研

究
』

(
河
出
書
房

、

一
九
四
五

年
)
、
米
原
正
義

『
戦
国
武
士
と
文
芸

の
研

究
』

(
桜
楓
社
、

一
九

七
六
年
)
な
ど
。

(
2
)

永
原
慶

二

「
前
近
代

の
天
皇
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
四
六
七
、

一
九

七

二
年
)
、
池
享

「大
名
領
国
制

の
展
開
と
将
軍

・
天
皇
」

(
『
講
座

甘
露
寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記

』
鞠
人
グ

ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
五

一



目
本
歴
史
4

・
中
世

2
』
、

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八

五
年
)

な

ど
。

(
3
)

黒
田
俊
雄

『
日
本
中
世

の
国
家
と
宗
教
』

(
岩
波
書
店
、

一
九
七

五
年
)
。

な

お
、

黒
田
氏

は
権
門
体
制

は
応
仁

の
乱
で
消
滅
す
る
と

し

つ
つ
も
、
遺
制
と
江
戸
幕
府
ま

で
残

る
と

し
て
し
て
い
る
。

(
4
)

『
弁
官
補
任

』
。

(
5
)

た
と
え
ぽ
後
土
御
門
院

の
大
嘗
会

に
あ
た

っ
て
は
、
河
原
御
祓
伝

奏
を
勧
修
寺
教
秀
が
、
大

嘗
会
伝
奏
を
甘
露
寺
親
長
が
務
め

て
い
る

(
『親

基
日
記
』
文
正
元
年

三
月

二
十

六
日
条
)
。

(
6
)

『
十
輪
院
内
府
記
』
文

明
十

六
年
九
月
八
日
条
。

『
親
長
卿
記
』

同
日
条

。

(
7
)

『親
長
卿
記
』
文
明
五
年
十
月
十
六
目
条
。

(
8
)

『
群
書
類
従
』
十
三

・
和
歌
部

に
収
録
さ
れ

る

「
按
察
使
親
長
卿

家
歌
合
」

は
文
明
五
年
十

一
月
七
日
付

で
あ

っ
て
、

『親
長
卿
記
』

は
こ
の
月
十

二
日
に
月
次
会
を
も

っ
た
こ
と
を
記
し
、
七

日
の
歌
合

の
こ
と

は
触
れ
て

い
な
い
。

『
史
料
綜
覧
』

は
七
日

の
歌
合
を
十

二

日
に
お
い
て

い
る
が

、
こ
の
両
者
の
関
係

は
わ
か
ら
な

い
。

(
9
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
十
三
年

十
月

一
日
条
。

(
10
)

高
群
逸
枝

『
平
安
鎌

倉
室
町
家
族

の
研
究
』

(
栗
原
弘
校
訂
、
国

書
刊
行
会

、

一
九
八

五
年
)
八
九

八
～
九
〇
〇

頁
。

(
11
)

『尊
卑
分
脉
』
。

(
12
)

『弁
官
補
任
』
寛
正
二
年
条
。

『尊

卑
分
脉
』
。

(
13
)

『親
長
卿
記
』
文
明

五
年
正
月

二
十
二
日
条
、
同
六
年

三
月
十

一

日
条

。

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

C
　
)

(
19
)

一
五

二

『尊
卑
分
脉
』
。

『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
十

二
月
二
十
三
日
条
。

『
親
長
卿
記
』
文

明
四
年
十
月
十
四
日
条
。

『尊

卑
分

脉
』
。

『
親
長
卿
記
』
長
享

二
年
正
月
十
五
日
条
。

『
尊
卑
分
脉
』
。

『
弁
官
補
任
』
応
仁
元
年
条

。

『
尊
卑
分
脉
』
、

『
親

長

卿

記
』

文
明
三
年

五
月
七

日
条
。

(
20
)

『尊
卑
分
脉
』

(
21
)

『
公
卿
補
任
』
明
応
八
年
条
。

(
22
)

前
掲
註
(
10
)
、
八
九
四
頁
、
九
五

二
～
九

五
四
頁
。

(
23
)

前
掲
註
(
10
)
、
九

四
七
頁
。

(
24
)

『
公
卿
補
任

』
、

『
尊
卑
分
脉
』
。

(
25
)

『
親
長
卿
記
』
長
享
三
年
正
月
十

三
目
条
。

(
26
)

『
親
長
卿
記
』
長
享
三
年

二
月

二
十
八

日
条
。

(
27
)

『親

長
卿
記
』
文
明
三
年

五
月

二
十
五
日
条
。

(
28
)

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳

四
年
六
月
三
十

目
条
。

(
29
)

『親
長
卿
記
』
文
明
五
年
十

一
月

二
十
三
日
条
。

(
30
)

『親
長
卿
記
』
文
明
三
年

三
月
十
四
日
条
。

(
31
)

太

田
亮

『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』

「能

登
」
項
、

「
石
見
」
項
。

(
32
)

「
永
享
以
来
御
番
帳

」
(
『
群
書
類
従
』
二
十
九

・
雑
部
)。

(
33
)

『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
八
年
九
月
十

一
日
条
。

「東

山
殿
時
代
大

名
外
様
附
」

(
今
谷
明

『
室
町
幕
府
解
体
過
程

の
研

究
』
、

岩
波
書

店

、

一
九
八
五
年

、
に
所
収
)
。

(
34
)

前
掲
註
(
32
)
。



(
35
)

文
明
十
四
年

六
月
十
七

日
の
甘

露

寺

亭

会

は

「朝
鞠
」

「
日
中

鞠
」

「
晩
景
鞠
」

の
三
時
鞠

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
五
月
二
十

六
日
に

親
長

の
発
意

に
よ
り
計
画
さ
れ
延
引

を
重
ね

て

の
開
催

で

あ

っ
た

が

、

『
親
長
卿
記
』

に
よ
る
と
五
月

二
十
六
日
条

に
親

長
は
雅
康
亭

を
訪

れ
三
時
鞠

の
計
画

を
打

ち
明
け
、
さ
ら
に
永
継
亭

へ
赴
き
雅
康

と
も
ど
も

こ
の
計
画

に
つ
い
て
相
談
を
重
ね
、
当

目
の
六
月
十
七

日

(雅
康
)
(高
倉
永
継
)

条

に

「予

、
飛
鳥
井
中
納
言
宗
世
、
藤

宰
相
等
加
談
会
」
と
あ
り
、

翌
十
八
目
に
は
こ
の
日
の
最
上
臈
と
な

っ
た
清
華

の
徳
大
寺
実
淳
と

雅
康

・
永

継
に
礼
物
を
贈

っ
て
お
り
、
以
上
の
こ
と

か
ら
も
鞠
人

グ

ル
ー
プ

の
中
心

に
は
飛
鳥
井

・
甘
露
寺

・
高
倉

の
三
家
が
あ

っ
た
と

い
え
る

の
で
あ

る
。

(
36
)

『
親
長
卿
記
』
長
享

二
年
正
月
十

五
日
条
。

(
37
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
四
年

正
月
二
十

一
日
条
。

(
38
)

『親
長
卿
記
』
文
明
七
年
十

ご
月

三
十
日
条

。

『
尊
卑
分
脉
』
。

(
39
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
八
年

八
月
十

日
条
。

(
40
)

『
親
長
卿
記
』
長
享

二
年
九
月
七

日
条
。

(
41
)

二
木
謙

一

『
中
世
武
家
儀
礼

の
研
究
』

(
吉

川
弘
文
館
、

一
九
八

五
年
)
。

(
42
)

前
掲
註
(
33
)
「
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
」
。

(
43
)
～
(
45
)

前
掲
(
32
)
。

(
46
)

今

谷
明

『
室
町
幕
府
解
体
過
程

の
研
究
』

(
岩
波
書
店
、

一
九
八

五
年
)
。

(
74
)

前
掲
註
(
32
)
左
脇
氏

の
い
ず
れ

か
か
。

(
48
)

前
掲
(
32
)
の
小
坂
氏

の
い
ず
れ

か
か
。
ま
た
、
延
徳

二
年
正
月
二

十

三
日
に
は
走
衆

と
し
て
小
坂
右
馬
守

が

あ

る

(
『
蔭
凉
軒

日
録
』

同

日
条
)
。

(
49
)

宗
弘

の
位
置
づ
け
は
確
認

で
き
な

い
が

、
同
名
衆

に
走
衆
広
戸
刑

部
丞

(
前
掲
註
(
32
)
)
、
後
掲
註
(
50
)
の
広
戸
次
郎
則
忠
ら
が

お
り
、

宗

弘
も
そ
う

い

っ
た
位
置

に
あ

る
と

い
え
よ
う
。

(
50
)

『蔭
涼
軒

日
録
』
延
徳
二
年
正
月

二
十
三
日
条
。

(
51
)

前
掲
註
(
46
)
。

(
52
)

『蔭
凉
軒

日
録
』
延
徳
1111
-
111月
111日
条

°

(
53
)

『親
長
卿
記
』
明
応
三
年
七
月

二
十
三
日
条
。

(
54
)

『蔭
凉
軒

日
録
』
延
徳
三
年
七
月

二
十
八
日
条
。

(
55
)

『親
長
卿
記
』
明
応
七
年

七
月
七

日
条
。

(
56
)

前
掲
註

(
46
)
。

(
57
)

『親
長
卿
記
』
長
享

二
年

四
月
十

日
条
。

(
58
)

『
蔭
凉
軒

日
録
』
長
享
三
年

八
月
十
四
日
条
。

(
59
)

『戦

国
大
名
家
臣
団
事

典

西
国
編
』

(
新
人
物
往
来
社
、

一
九

八

一
年
)
。

(
60
)

文
明
+
七
年
+

二
月

二
+
四
日
に
は
鴨
井

美
濃
守
が
政
元
被
官

と

し
て
、
延
徳

三
年

三
月
三
日
に
は
鴨
井
藤

六
が

「政
元
公
伴
衆
」

と

し
て
確

認
さ
れ

る

(
『
蔭
凉
軒

日
録
』
同

日
条
)
。

(
61
)

『蔭
凉
軒

日
録
』
延
徳
三
年

五
月
十

六
日
条
。

(
62
)
～
(
64
)

今
谷
明

『
守
護
領
国
支
配
機
構

の
研
究

』

(
法
政
大
学
出

版
局
、

一
九
八
六
年
)
。

(
65
)

『親
長
卿
記
』
明
応
三
年

七
月
七

日
条
。

(
66
)

『尊

卑
分
脉
』
。

甘

IIMﾎI寺
家
月
次
会

・

『
親
長
卿
記
』
鞠
人
グ

ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室

町
幕
府

一
五
三



(
67
)

『
公
卿
補
任
』
文
亀
元
年
条
。

(
68
)

『
親
長
卿
1jII
dl
延
徳
三
年

九
月
十

五
日
条
。

(
69
)

こ
こ
で

い
う
家
職

は
院
政
期

か
ら
鎌
倉
期

に
か
け
て
の
公
家
社
会

内
部

の
、
門
流
集
団

か
ら
イ

エ
の
成
立
と
そ
れ
に
と
も
な
う
家
格

の

形
成
と
い
う
情
況

の
な
か
、
官
司
請
負
制

の
も
と
各
人

の
技

術
を
イ

エ
秘
伝

の
も

の
と
し
て
継
承

し
て
い
く
に
し
た
が

い
、
朝

廷
奉
仕

の

さ
い
の
イ

エ
の
職
と
し
て
公
認
さ
れ
た
も
の
を
い
う

(
た
と
え
ば
、

包

丁
の
家

の
四
条

家
、

装
束

の
家

の
高
倉
家

・
山
科

家
な
ど
)
。

文

筆

を
よ
く
す
る
イ

エ
は
事
務
官
僚
と
し
て
、
文
芸

・
技
芸

を
よ
く
す

る
イ

エ
は
各
国
家
儀
礼

の
維
持

・
継
続

に
あ
た

っ
て
そ

の
儀
礼

に
要

す

る
技
術
を
専
門
職
能
化
し
、
そ

の
技
術
を
家
産
化

し
て
朝
廷

で
の

文
芸

・
技
芸
吏
僚
と
な

っ
た
。
こ
う

い

っ
た
家
職

を
も

つ
イ

エ
は
中

下
流

の
公
家

で
あ

り
、
と
く

に
文
芸

・
技

芸
吏
僚

は
羽
林
家
が
そ
の

師
範

・
棟
梁

の
地
位

に
あ
り
、
彼
ら
が
中
心
と

な

っ
て
主

に
中

下
流

公
家
を
中
心

に
組
織
し
て
宮

廷
行
事
を
執
行

し
て
い
く
。

『親
長
卿

記
』
鞠
人

グ
ル
ー
プ
も
内
裏

や
室
町
殿
で
の
お
り
に
は
師

範
飛
鳥
井

雅
康
が
奉
行
と
な
り
彼

ら
が
実
技
を
行
な
い
、
主
催
者

の
勝
仁
親
王

や
室
町
殿

は
往

々
に
し
て
鞠
場

に
立
た
ず
見
物

に
ま
わ

っ
て
い
る
。

中

下
流

、
と
く

に
中
流
公
家

は
全
体

と
し
て
宮
廷
文
化

の
現
業
担
当

階
層

で
も
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

(
70
)

峯
岸
義
秋

『歌
合

の
研
究
』

(
三
省
堂
、

一
九
五
四
年
)
。

(
71
)

『
建
内
記
』
永
享
十

一
年
六
月
二
十

二
日
条
。

(
72
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
四
年
正
月
二
十

日
条
。

(
73
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年

二
月
十
八
日
条
。

一
五
四

(
74
)

『
親
長
卿
記
』
延
徳

三
年
三
月
五
日
条
。

(
75
)

『
満
済

准
后

日
記
』
正
長
二
年

四
月

二
十

二
日
条
。

(
76
)

『
満
済

准
后

日
記
』
永

享
五
年

正
月
十
三
日
条
。

(
77
)

『満
済
准
后
日
記
』
永
享

四
年
四
月

二
十
日
条
。

(
78
)

『
満
済
准
后
日
記
』
永
享

五
年
四
月

二
十
九

日
条
。

(
79
)

『
新
続
古
今

和
歌
集
』

の
編
纂

は
ま

っ
た
く

の
義
教
主
導

の
も

の

で
、

『
満
済
准
后
日
記
』

に
よ
る
と
、
永
享

五
年

(
一
四
111111)
八

月
十

日
に
義
教

の
発
意

に
よ
り
撰
歌

と
撰
者
飛
鳥
井
雅
世

・
堯
孝
僧

都
が
決
定
さ
れ
、
十

四
日
に
石
清
水

八
幡
宮

に
て
成
就

の
祈
薦
、
十

七

日
に
雅

世
は
仙
洞

へ
奏

聞
、
二
十

一
日
に
綸
旨
が

お
り
る
こ
と
と

な
り
、
十
九
日
に
満
済

は

「御
治
世
院
御
坐
之
時

、
以
綸
旨
被

行
公

事
先
例
無
之
歟
、
若
雖
在
之
其
例
不
快
事

モ
ヤ
ト
無
心
元
存
」

と
し

て
雅
世

に
綸
旨
発
給

の
再
確
認
を
要
請
、
二
十

五
日
に
綸
旨
発
給
、

と

い
う
手
順
を

ふ
み
、
編
纂

の
開
始
と
な

っ
た
。

(
80
)

今
泉
淑
夫

「
飛
鳥
井
家
」

(
『
国
史
大
辞
典
』
、
吉
川
弘
文
館

、

一

九
七
九
年
)
。

(
81
)

烏
丸
資
任
は
伯

(
叔
)
母

に
足

利
義
満
室
康
子
、
同
義
持
室

で
義

量
母

の
栄
子
を
も

つ

(
『
尊
卑
分
脉
』)
。

(
82
)

日
野
勝
光
は
祖
父
義
資

の
姉
妹
重
子
が
義
教
室
で
義
政

の
母

で
あ

り
、
さ
ら

に
康

正
元
年

(
一
四
五
五
)
八
月

に
は
妹
富
子
が
義
政
に

嫁
し

て
い
る

(
『
康
富
記
』
康

正
元
年
八
月

二
十
七
日
条
)
。

(
83
)

『
山
科
家
礼
記
』
康
正
三
年

三
月

五
日
条
。

「
亜
槐
集
」
(『
群
書

類
従
』
十
四

・
和
歌
部
)
。

(
84
)

前
掲
註
(
42
)
。



(
85
)

甘
露
寺

・
斎
藤
両
家

の
交
流

に

つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
も

の
に
は
、

高
群
逸
枝
氏

の

『
平
安
鎌
倉
室
町
家
族

の
研
究
』

(
前
掲
註
(
10
)
)

が
あ
る
が

、
こ
れ

は
家
族
史

の
視
点
か
ら
み
た
も

の
で
、
こ
の
た
め

考

察
の
範
囲
が
利
国

と
甘
露
寺
家
と
の
間

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
後

述

の
利
国

の
権
大
僧
都
申
請
も
姻
戚
関
係

を
利
用
し
た
権
威

へ
の
接

近
と
と
ら
え
て
は
い
る
が
、
高

群
氏

に
あ

っ
て
は
、
こ
れ
が
利
国
を

め
ぐ

る
全
体
情
況

か
ら
遊
離
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
。

(
86
)

勝
俣
鎮
夫

「
美
濃
斎
藤
氏

の
盛
衰
」
(
『
岐
阜
市
史
通
史
編
原
始

・

古
代

・
中
世
』
、

一
九
八
〇
年

、
の
ち
、

『
中
部
大
名

の
研
究
』
、
吉

川
弘
文
館

、

一
九
八
三
年

、
に
収
録
)
。

(
87
)

「
ふ
ち
河

の
記
」

(
『
群
書
類
従
』
十
八

・
紀
行
部
)
。

(
88
)

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
八
年

十
月
十
八
日
条
。

(
89
)

『
実
隆
公
記
』

明
応

五
年
八
月
十

一
日
条
。

(
90
)

前
掲
註
(
86
)。

(
91
)

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
延
徳
三
年

五
月

四
日
条
。

(
92
)

『
実
隆
公
記
』
永
正
八
年

七
月
三
十

目
条
。

(
93
)

『
実
隆
公
記
』
永
正
八
年

十
月

二
十

一
日
条
。

(
94
)

『
宣
胤
卿
1j11II
L
永
正
十
五
年

四
月
十
九
日
条
。

(
95
)

前
掲
註
(
3
)
。

(
96
)

前
掲
註
(
86
)
。

(
97
)

百
瀬
今
朝
男

「
応
仁

・
文
明

の
乱
」

(
新
版

『
岩
波
講
座

日
本
歴

史

7

・
中
世
3
』
、
岩
波
書
店
、

一
九

七
六
年
)
第
三
章
。

(
98
)

富

田
政
弘
氏

は
親
長

の
賀
茂
伝
奏
在
任
期
間
を

文

明

四
年

正

月

十

六
日
よ
り
延
徳

二
年

六
月
五
日
ま
で
と

し

て

い
る

が

(
後
掲
註

(
　01
)
)
、
『親
長
卿
記
』
明
応
二
年

二
月

四
日
条

に
賀
茂
伝
奏
等

の
辞

職
を
願

い
出
、
勅
許
が
お
り
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
親
長

の
賀
茂

伝
奏
在
任
期
間

は
文
明

二
年
以
前

か
ら
明
応
二
年

二
月
四
日
ま
で
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

(
99
)

今
谷
明
氏

の
整
理
に
よ
る
と
、
別
奉
行

の
ひ
と

つ
と
し
て
賀
茂
奉

行
を
所
持
し
て

い
た
の
は
飯
尾
為
種
以
外

に
み

い
だ
せ
な
い

(
前
掲

註
(
41
)
)
が
、
表

6
お
よ
び

『親
長
卿
記
』
文
明
三
年

三
月
十
四
目

条

に
飯
尾
元
連

を

「
賀
茂
奉
行
」
と
註
記
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、
飯

尾
元
連

が
賀
茂
奉
行

に
あ

っ
た
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
、

こ
れ
以
降

の
奉
行
人
連

署
奉
書

か
ら
賀
茂
奉
行

は
元
連

の
大
和
守
系

が
継
職

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。

(
　a　
)

『親
長
卿
記
』
各
条

。

(
1O.　
)

富

田
政
弘

「室

町
殿
と
天
皇
」

(
『
日
本
史
研
究
』
三

一
九
、

一

九
八
九
年
)
。

(
20.　-.)

「
宗

五
大
草
子

」
(
『
群
書
類
従
』
二
十

二

・
武
家
部
)

に
将
軍
義

稙
が
畠
山
式

部
少
輔

へ
御
成

の
と
き

「
御
供
衆

の
末
々
の
人
、
同
名

の
衆
持

て
出
ら
ん
候
」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲
註
(
32
)
で
義
政

・
義
尚

の
申
次

の
大
半
を
伊
勢

氏
が
し
め
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
同
名
衆

の

ま
と
ま
り
が
そ
れ
じ
た

い
で
幕
府
機
構

の
な
か
に
組

み
込

ま
れ
て

い

る
と
い
え
る
。

(
諺01
)

『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
十

一
月

二
十
三
目
条
。

(
401
)

前
掲
註
(
46
)
。

(
50.　
)

『
蔭
涼
軒

日
録
』
文
明
十

八
年
七
月
二
十

五
日
条
。

(
60　
)

『
蔭
涼
軒

日
録
』
長
享

三
年
四
月
九
日
条
。

甘
露
寺
家
月
次
会

・
『親
長
卿
記
』
鞠
人
グ
ル
ー
プ
蹴
鞠
会
と
室
町
幕
府

一
五
五



一
五
六

(
7al
)

前
掲
註
(
97
)
。

(
　O　
)

「
長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
時
在

陣
衆

着
到
」

(『
群
書
類
従
』

二
十
九

・
雑
部
)
。

(
9O　
)

『
蔭
凉
軒

目
録
』
文
明
十
八
年
七
月
十
六
日
条

、
十
八

目
条
、
二

十

一
日
条
。

(
0　　
)

『
蔭
凉
軒

日
録
』
延
徳
三
年
五
月
十

六
日
条
。

(
m
)

『
後
法
興
院
記
』
延
徳
三
年

四
月

二
十

三
日
条
。

(
21.--,)

『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
享
三
年
八
月
十

四
日
条
。

(
31　
)

た
と
え
ば
、
伊
勢
新
九
郎
は
飛
鳥
井
雅
綱

の
蹴
鞠
門
弟

と
な

っ
て

い
る

(
小
和
田
哲
男

「
飛
鳥
井
雅
綱

と
伊
勢
新
九
郎
」
(『
戦
国
史
研

究
』

二
〇
、

一
九
九
〇
)
。

(
補
註

-
)な

お
中
院
通
秀
の
日
記

『
十
輪

院
内
府
記
』
文
明
十
六
年
九
月
八

日
条

に

「
武
家
猿
楽
也
、
直
垂
合
等
新
調
参
入
、

麦
夜
帰
家
、
余

.

甘

(
甘
露

寺
親
長
)
・
三
西

(三
条
西
実
隆
)
・
姉
少
宰

(姉

小
路
基

綱
)
・
中
山
宰

(宣
親
)
・
右

金
吾

(
上
冷
泉
為
広
)
、
是
打
聞
衆
也
、

此
外
新
中
父
子

(
高
倉
永
継

・
永
康
)
・
広
橋

(守
光
)
・
飛
少

(飛

鳥
井
雅
俊
)
等
也
、
是
武
家
細
々
参
集
也
」
と
あ

り
、
室
町
殿
打
聞

衆
が
公
家

の
な
か
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
彼
ら
の

多
く
が
月
次
会
会
衆

で
も
あ
り
、
義
尚

の
懐

紙
短
冊
見
分
所
望
と
か

ら

め
て
こ
れ
と
の
関
係
も
注
目
さ
れ
る
が
、
打
聞
衆

の
す

べ
て
が
会

衆
と
な

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
通
秀

の
参
会

を
親
族
関
係

の
な

か
で
み
た
場
合
、
い
さ
さ

か
遠
縁

の
感
も
否
め
ず
、
こ
う

い

っ
た
問

題
も
関
係
あ
ろ
う
が
、
会
衆
構
成
の

一
要
素
と
し

て

み

て

お
き

た

い
。


